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　３月８日、横手明峰中学校で卒業式が行わ

れ、第２期生の159人が学び舎に別れを告げ

ました。

　旧雄物川、大森、大雄中に入学し、統合後

もそれぞれの制服で過ごした卒業生は、仲間

と新しい学び舎で過ごした２年間の思い出を

胸に、晴れの日を迎えていました。

希望を胸に旅立ちの時
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2014 横手市農業フォーラム

 活力ある農業を目指して

横手との関わりや農業について、熱意を込

めて講演する永島氏

　

『
２
０
１
４ 

横
手
市
農
業
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
が
３
月
19
日
、
浅
舞
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
担
い
手
農
家
な
ど
約

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
俳
優
の
永
島
敏
行
氏
が

『
農
業
に
魅
せ
ら
れ
て
〝
す
ご
い
ぞ

秋
田
（
横
手
）
の
農
業
は
！
〞
』
と

題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
じ
ゅ

う
も
ん
じ
映
画
祭
へ
の
協
力
を
き
っ

か
け
に
、
十
文
字
地
域
を
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
永
島
氏
は
、
そ
こ
で
農

業
へ
の
関
心
を
高
め
、
20
年
に
わ
た

り
、
田
植
え
や
稲
刈
り
作
業
で
横
手

を
来
訪
。
ま
た
、
東
京
で
は
生
産
者

と
消
費
者
が
対
話
で
き
る
『
青
空
市

場
』
の
代
表
も
務
め
て
お
り
、
そ
う

し
た
経
験
か
ら
「
農
業
に
は
、
他
の

産
業
と
の
連
携
も
必
要
。
横
手
に
は

米
や
り
ん
ご
な
ど
の
豊
富
な
農
産
物

が
あ
り
、
都
会
と
の
交
流
に
十
分
生

か
せ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
平
成
25
年
度
の
全
国

優
良
経
営
体
表
彰
で
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
、
農
事
組
合
法
人
お

く
た
ま
農
産
（
岩
手
県
一
関
市
）
の

佐
藤
正
男
代
表
理
事
組
合
長
が
『
農

業
の
確
立
と
活
力
あ
ふ
れ
る
集
落
営

農
を
目
指
し
て
』
と
題
し
て
講
演
。

　

佐
藤
組
合
長
は
「
奥
玉
地
区
で
も

農
業
者
は
高
齢
化
し
て
い
る
。
若
者

に
頼
る
前
に
、
自
分
た
ち
で
地
域
の

農
地
や
農
業
を
守
り
、
作
業
経
費
を

抑
え
て
き
た
。
そ
の
地
域
に
合
っ
た

農
業
経
営
に
挑
む
姿
勢
が
大
事
」
と

述
べ
ま
し
た
。　

　

参
加
者
は
2
人
の
講
演
か
ら
、
農

業
の
活
性
化
に
向
け
た
手
が
か
り
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
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自殺予防街頭キャンペーン

尊い命を大切に
　

３
月
２
日
、
秋
田
県
平
鹿
地
域
振

興
局
福
祉
環
境
部
と
自
殺
予
防
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
関
係
機
関
が
、
イ
オ
ン
ス

ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
横
手
南
店
前
で
、

自
殺
予
防
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
し
た
。
市
や
横
手
警
察
署
、
横

手
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
、
病
院
な
ど
の
機
関
で
組
織
し

て
い
る
自
殺
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

心
や
体
を
健
全
に
保
つ
た
め
の
呼
び

掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
髙
橋
市
長
も
街
頭
に

立
ち
、
買
い
物
に
訪
れ
た
家
族
連
れ

な
ど
に
チ
ラ
シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し

ま
し
た
。　
　
　

　

秋
田
県
は
、
人
口
に
対
し
て
の
自

殺
率
が
全
国
と
比
較
し
て
高
い
こ
と

か
ら
、
３
月
１
日
を
『
秋
田
県
い
の

ち
の
日
』
に
指
定
し
て
、
命
の
大
切

さ
に
つ
い
て
の
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

街頭でチラシを配布する髙橋市長

今月の表紙

　卒業生が『あなたへ』と『旅立

ちの日に』を歌うと、会場は感動

的な雰囲気に包まれました。最後

に、全校生徒がそれぞれの思いを

抱いて校歌を合唱。横手明峰中学

校の第２期生は、卒業とともに新

たな一歩を踏み出しました。

　日本郵便株式会社が主催する第11

回全日本年賀状大賞コンクールの入

賞作品が３月13日に発表され、山内

小学校の児童３人が入賞しました。

　版画部門に応募した 6,780通の中

で、見事、大賞に輝いた６年生の山初さんは「地元

をＰＲしたいと思い取り組みました。卒業記念とな

り、とてもうれしいです」と話してくれました。

【受賞者】

◆年賀状大賞　『作品名：山内にんじんは馬（うま）いな』

　　　　　　　  山初柚騎さん（６年）

◆奨励賞　髙階貴一さん（６年）・佐藤亜衣さん（５年）

（写真左から） 髙階さん、山初さん、佐藤さん

全国で３番目 ！ 横手市が
　「公共ＬＯＤ賞」を受賞 
全国で３番目 ！ 横手市が
　「公共ＬＯＤ賞」を受賞 

全日本年賀状
大賞コンクールで入賞 
全日本年賀状
大賞コンクールで入賞 

　オープンデータの推進を積極的に行い、その活動

が、今後他の自治体にとって見本となることが大い

に期待される市町村に贈られる、ＬＯＤチャレンジ

2013で『公共ＬＯＤ賞』を横手市が受賞しました。

　市では、ホームページやパンフレット等でさまざ

まな情報を公開していますが、その元になるデータ

を２次利用可能な形式（オープンデータ）として公

開しています。そのデータを使ったアプリケーショ

ンの開発が、市民から積極的に利用されている実績

や、連携した取り組みが高く評価されました。

【公開しているデータ】

◎横手市一般会計決

算、横手市ＡＥＤ設

置場所、横手やきそ

ば暖簾会加盟店、市

報よこて記事タイト

ル、横手市にこにこ

レシピ、横手市子育

て関連施設など

【問合せ】

市総務企画部情報政

策課☎35-2166

横手市一般会計決算データを利

用した税金の使い道を表示する

サイト『税金はどこへ行った？』

大賞作品

　

３
月
８
日
、
後
三
年
合
戦
金
沢
柵

公
開
講
座
が
、
美
郷
町
公
民
館
で
開

催
さ
れ
、
横
手
市
や
美
郷
町
な
ど
か

ら
約
２
0
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

金
沢
柵
は
、
清
原
武
衡
・
家
衡
が

源
義
家
・
清
原
清
衡
連
合
軍
と
の
最

後
の
戦
を
行
っ
た
場
所
と
し
て
有
名

で
す
が
、
古
戦
場
と
さ
れ
る
両
市
町

が
、
後
三
年
合
戦
関
連
史
跡
な
ど
の

調
査
結
果
を
広
く
周
知
す
る
た
め
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
金
沢
柵
が

ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は
、
今
の
と
こ

ろ
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
金
沢
柵
が
、

各
時
代
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
た
か
な
ど
が
次
第
に
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
両
市
町
の
担
当
者
か

ら
平
成
25
年
度
の
調
査
結
果
な
ど
の

報
告
が
あ
り
、
次
い
で
盛
岡
市
教
育

委
員
会
の
室
野
秀
文
氏
と
岩
手
大
学

の
八
木
光
則
氏
が
、
基
調
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
泉
町
ユ
ネ

ス
コ
協
会
の
八
重
樫
忠
郎
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、『
金
沢
城
は
金

沢
柵
な
の
か
、
鎧
ケ
崎
城
は
武
貞
の

柵
な
の
か
』
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、「
金
沢

城
の
広
大
さ
は
素
晴
ら
し
い
。
中
世

で
の
支
配
力
の
大
き
さ
を
う
か
が
わ

せ
る
」、「
金
沢
柵
と
後
三
年
合
戦
を

結
び
つ
け
る
遺
物
が
、
平
成
27
年
度

以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
調
査
で
発

見
さ
れ
る
こ
と
を
待
ち
た
い
」
と
期

待
を
込
め
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
参

加
者
は
古
代
の
歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い

を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

後三年合戦金沢柵公開講座 

金沢城は金沢柵だったのか

三氏が熱のこもった議論を展開

　

３
月
４
日
、
県
内
で
地
域
の
青
少

年
育
成
活
動
に
関
わ
る
指
導
者
ら
が

参
加
す
る
研
修
会
が
Ｙ
ぷ
ら
ざ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
青
少
年
育
成
横
手
市
民
会

議
の
伊
藤
暉
悦
会
長
が
「
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
青
少
年
健
全
育
成
の
機
運

を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

県
の
担
当
者
に
よ
る
施
策
の
説
明

や
内
閣
府
主
催
中
央
研
修
会
の
参
加

報
告
が
あ
り
、
続
い
て
、
市
の
若
者

支
援
事
業
を
健
康
の
駅
担
当
者
が
説

明
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
若
者
の
引

き
こ
も
り
な
ど
に
つ
い
て
、
若
者
に

直
接
働
き
か
け
を
行
い
、
他
者
と
の

交
流
を
図
っ
た
り
、
社
会
参
加
の
き

っ
か
け
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
参
加
者
は
、
若
者
を
取
り
巻
く

現
状
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
青

少
年
を
伸
び
伸
び
と
健
や
か
に
育
て

る
地
域
づ
く
り
の
重
要
さ
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
て
い
ま
し
た
。

活動実践者が多数参加

県南地区青少年育成運動指導者研修会 

若者の自立支援のために

２



平成25年度　変更前 平成26年度　変更後

本
庁
舎
（
旧
横
手
庁
舎
）

条
里
南
庁
舎
（
旧
南
庁
舎
）

条
里
北
庁
舎
（
旧
北
庁
舎
）

県
平
鹿
地
域
振
興
局
庁
舎

平成26年度横手市役所の組織体制

～市民を支える、身近な市役所をめざして～

市の組織機構を再編

～市民を支える、身近な市役所をめざして～

市の組織機構を再編

平成26年度横手市役所の組織体制

『市民とふれあい、市民を支える、身近な市
役所』をめざして、今年度から市の組織体制
が変わりました。
　市長室、副市長室、総務企画部などが、市
役所本庁舎（旧横手庁舎）に移転し、教育委
員会、農業委員会などが条里南庁舎（旧南庁
舎）に移転しました。さらに組織再編として
産業経済部を農林部と商工観光部に分割させ
それぞれの専門化を図りました。
　今回の組織機構の再編により、さらなる住
民サービスの向上をめざしていきます。

『市民とふれあい、市民を支える、身近な市
役所』をめざして、今年度から市の組織体制
が変わりました。
　市長室、副市長室、総務企画部などが、市
役所本庁舎（旧横手庁舎）に移転し、教育委
員会、農業委員会などが条里南庁舎（旧南庁
舎）に移転しました。さらに組織再編として
産業経済部を農林部と商工観光部に分割させ
それぞれの専門化を図りました。
　今回の組織機構の再編により、さらなる住
民サービスの向上をめざしていきます。

市長室などが移転した市役所本庁舎(旧横手庁舎）条里南庁舎（旧南庁舎）

条里北庁舎（旧北庁舎）

農林部が農林業施策を担当

観光施策も充実を図る

横
手
庁
舎

本
庁
舎

■財務部（市民税課・資産税課・納税課）■市民

生活部（市民課・国保年金課・生活環境課・くら

しの相談課）■健康福祉部（社会福祉課・子育て

支援課・高齢ふれあい課・地域包括支援センター

東部）■会計課■横手地域局（地域振興課・産業

建設課）■農業委員会■議会事務局

■市長■副市長■総務企画部（秘書広報課・総務

課・人事課・経営企画課・経営改革室）■財務部

（財政課・市民税課・資産税課・納税課）■市民

生活部（市民課・国保年金課・生活環境課・くら

しの相談課）■健康福祉部（社会福祉課・子育て

支援課・高齢ふれあい課・地域包括支援センター

東部）■会計課■議会事務局

◆
各
庁
舎
の
呼
称
と
移
転
部
署
の
内
容

　

こ
れ
ま
で
、
南
庁
舎
で
執
務
を
し

て
い
た
市
長
、
副
市
長
、
総
務
企
画

部
が
、
本
庁
舎
（
旧
横
手
庁
舎
・
か

ま
く
ら
館
と
な
り
）
に
移
動
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
庁
舎
に
総
務
部
門
が
移

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に

開
か
れ
た
市
政
の
運
営
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

【
１
階
】　

　

こ
れ
ま
で
の
各
種
窓
口
や
市
民
課
・

国
保
年
金
課
・
生
活
環
境
課
に
加
え
、

く
ら
し
の
相
談
課
が
移
転
し
ま
し
た
。

【
２
階
】　

　

こ
れ
ま
で
の
市
民
税
課
、
資
産
税

課
、
納
税
課
に
加
え
、
新
た
に
財
政

課
、
会
計
課
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

【
３
階
】　

　

市
長
室
、
副
市
長
室
、
秘
書
広
報

課
（
旧
市
長
公
室
）
、
総
務
課
、
人
事

課
、
経
営
企
画
課
、
経
営
改
革
室（
旧

組
織
機
構
再
編
室
）
が
配
置
さ
れ
ま

し
た
。　

　

４
階
の
健
康
福
祉
部
、
６
階
の
議

会
事
務
局
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
３
階
の
横
手
地

域
局
地
域
振
興
課
と
産
業
建
設
課
建

設
担
当
は
、
条
里
南
庁
舎
（
旧
南
庁

舎
）
に
移
転
し
ま
し
た
。　
　
　
　

 

 
 

　

教
育
委
員
会
の
教
育
総
務
課
、
学

校
教
育
課
、
教
育
指
導
課
、
学
校
給

食
課
、
学
校
統
合
推
進
課
、
文
化
財

保
護
課
、
生
涯
学
習
課
が
条
里
南
庁

舎
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
、
横
手
地
域
局
の
地

域
振
興
課
も
移
転
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
横
手
地
域
局
の
産
業
建
設
課
は

同
地
域
振
興
課
に
建
設
係
と
し
て
再

編
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
の

各
課
が
配
置
さ
れ
て
い
た
、
か
ま
く

ら
館
５
階
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
準
備
が

整
い
し
だ
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
開

放
い
た
し
ま
す
。

　

条
里
北
庁
舎
に
は
、
危
機
管
理
課
、

情
報
政
策
課
、
管
財
課
、
契
約
検
査

課
、
監
査
委
員
会
事
務
局
、
公
平
委

員
会
、
消
防
本
部
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
ま
で
の
危
機
管
理
室
が

危
機
管
理
課
に
な
り
、
資
産
税
課
の

地
籍
調
査
担
当
が
管
財
課
に
編
入
さ

れ
ま
し
た
。

　　

南
庁
舎
の
地
域
価
値
創
造
戦
略
室

が
県
平
鹿
地
域
振
興
局
に
移
り
ま
し

た
。
ま
た
、
横
手
地
域
局
産
業
建
設

課
の
産
業
担
当
は
、
振
興
局
内
の
農

業
振
興
課
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26

年
度
か
ら
市
役
所
本
庁
舎

（
旧
横
手
庁
舎
）
に
市
長
室
を
移
転

し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
ふ

れ
あ
う
機
会
が
、
今
ま
で
以
上
に
あ

る
も
の
と
思
い
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
昼
食
の
時
間
な
ど
も
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

窓
口
機
能
の
充
実
な
ど
を
含
め
て

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
ま
で
以
上

の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
庁
舎

に
は
議
場
も
あ
り
、
市
議
会
と
の
関

係
も
よ
り
緊
密
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
再
編
で
は
、
産
業
経
済
部

を
分
割
し
、
農
林
部
と
商
工
観
光
部

を
新
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
連
携
を
生
か
し
な
が
ら
、

よ
り
専
門
性
を
高
め
た
施
策
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
長
に
就
任
し
て
半
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
気
持
ち

で
市
政
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※組織の再編、移転により庁舎の呼称が変わります

※
今
回
の
移
転
に
伴
う
各
課
の
電
話

　
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
組
織
再
編
で
、
従
来
の
産

業
経
済
部
が
農
林
部
と
商
工
観
光
部

に
分
割
し
ま
し
た
。

　

農
林
部
に
は
農
業
政
策
課
、
農
業

振
興
課
、
農
林
整
備
課
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
推
進
課
、
地
域
価
値
創
造
戦

略
室
、
実
験
農
場
が
所
属
し
ま
す
。

ま
た
、
商
工
観
光
部
に
は
、
商
工
労

働
課
、
企
業
誘
致
室
、
観
光
物
産
課

が
所
属
。
今
後
は
、
農
林
業
、
商
工

観
光
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
さ
ら

に
特
化
し
た
行
政
施
策
を
展
開
し
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

◆
組
織
再
編
・
・
・
農
林
部
、
商
工
観
光
部
を
設
置

◆
髙
橋
市
長
の
組
織
再
編
へ
の
思
い

県
平
鹿
地
域

振
興
局
庁
舎

県
平
鹿
地
域

振
興
局
庁
舎

■産業経済部（農業政策課・農業振興課・農林整

備課・商工労働課・企業誘致室・マーケティング

推進課）

■農林部（農業政策課・農業振興課・農林整備課

・マーケティング推進課・地域価値創造戦略室）

■商工観光部（商工労働課・企業誘致室）

■市長■副市長■総務企画部（市長公室・総務課・

人事課・経営企画課・組織機構再編室・地域価値

創造戦略室）

■教育長■教育委員会（教育総務課・学校教育課・

教育指導課・学校給食課・学校統合推進課・文化

財保護課・生涯学習課）■農業委員会■横手地域

局（地域振興課）

南
庁
舎

条
里
南
庁
舎

■総務企画部（危機管理室・情報政策課）■財務

部（財政課・管財課・契約検査課）■監査委員会

事務局、公平委員会■消防本部

■総務企画部（危機管理課・情報政策課）■財務

部（管財課・契約検査課）■監査委員会事務局、

公平委員会■消防本部

北
庁
舎

■教育長■教育委員会（教育総務課・学校教育課・

教育指導課・学校給食課・学校統合推進課・文化

財保護課・生涯学習課）
市民開放スペース（５階）

か
ま
く
ら
館

か
ま
く
ら
館

条
里
北
庁
舎
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・
　

年
明
け
の
猛
烈
な
寒
波
に
よ
り

降
り
続
い
た
雪
は
、
１
月
14
日
に

積
雪
深
１
７
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

を
記
録
す
る
な
ど
、
そ
の
時
点
で

平
年
の
３
倍
に
及
ぶ
積
雪
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
市
に
お
け
る
大
雪
の
状
況
を

視
察
し
た
内
閣
府
の
西
村
副
大
臣

を
団
長
と
す
る
政
府
調
査
団
や
国

会
議
員
に
対
し
て
は
、
そ
の
状
況

に
つ
い
て
直
接
申
し
上
げ
、
ま
た

私
自
ら
が
国
の
機
関
や
国
会
議
員

を
訪
問
し
、
農
業
被
害
に
対
す
る

支
援
や
除
雪
対
策
費
の
特
別
交
付

税
算
定
等
に
つ
い
て
の
要
望
書
を

提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
雪
解
け
に
よ
る
被
害

の
発
生
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
し
っ
か
り
と
対
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

市
長
室
の
移
転

　

私
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
や

す
い
環
境
と
機
会
を
つ
く
る
た
め
、

市
長
室
を
南
庁
舎
か
ら
横
手
庁
舎

へ
移
転
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

よ
り
一
層
の
機
能
集
約
が
成
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
長
部
局
を

中
心
と
し
た
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー

ド
を
向
上
さ
せ
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
迅
速
に
対
応
す
る
体
制
の
構

築
を
図
り
ま
す
。

農
林
部
の
新
設

　

次
世
代
が
希
望
を
持
て
る
産
業

と
し
て
の
農
業
を
強
化
す
る
た
め
、

ま
た
農
業
を
全
市
的
に
応
援
し
て

い
く
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
平

成
26
年
度
か
ら
『
農
林
部
』
を
新
設

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

農
業
は
、
当
市
に
お
け
る
基
幹

産
業
で
あ
る
と
と
も
に
、
環
境
、

文
化
、
景
観
等
に
幅
広
く
影
響
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
中
心

に
も
な
っ
て
い
る
産
業
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
『
つ
く
る
・
食
べ
る
・
提

供
す
る
』
ま
で
を
一
つ
の
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
捉
え
、
全
市
民
と
一
緒

に
な
っ
て
『
横
手
市
の
農
業
』
の

形
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

地
域
価
値
創
造
構
想　

　

市
の
地
域
価
値
を
高
め
る
方
策

と
し
て
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
振
興
と
食
育
の
た
め
の
拠
点
施

設
を
整
備
す
る
構
想
の
策
定
に
着

手
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
を
７
・
８
ペ
ー
ジ
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

 市議会３月定例会

平成26年度

施政方針 
　
横
手
市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
２
月
24
日
か
ら
３
月

19
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
市
長
は
冒
頭
、
大
雪
に
よ
り
被
害
に
あ
わ
れ
た

方
へ
お
見
舞
い
を
述
べ
る
と
と
も
に
国
へ
の
要
望
活
動

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
平
成
26
年
度
施
政
方
針
の
中
か
ら
、
主

な
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す

（
ペ
ー
ジ
番
号
０
０
０
０
１
７
６
４
８
）

 

は
じ
め
に

 

は
じ
め
に

 

組
織
機
構
改
革

 

組
織
機
構
改
革

新
た
な
飛
躍
と

 
　 
発
展
に
向
け
て
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平
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平
成
26
年
度
主
要
施
策

　地域づくり協議会は、住民と行政の協働意識
の醸成に向け、協議会の役割を見直しながら継
続します。地区会議においても、住民主体のま
ちづくりが進められており、元気な地域の創造
と発展を目指し今後も支援していきます。

　第29回国民文化祭・あきた2014まで200日余
りとなり、今後は実施本部を立ち上げ具体的な
準備作業を進めていきます。市民に周知を図る
とともに、多くの方に国民文化祭に関わっても
らい、開催事業を通じて沢山の感動を得られる
よう市の魅力を全国にアピールしていきます。

■クリーンプラザよこて
　３月上旬から建物本体の建設工事に着手しま
す。工事にあたっては、『さかえ市民会議』な
どと締結した工事協定書を遵守して、周辺環境
や付近を通行する方々への安全対策に万全を期
します。

■空き家対策　
　老朽化した危険な空き家の『解体補助事業』と
『跡地活用事業』は実施から３年目となります
が、この２年間で危険な空き家の解体が進み、
一定の成果があったことから、平成26年度を一
区切りの年度と位置づけ、倒壊など危険性の高
い空き家の解体や除去を進めます。　

■子育て支援
　平成27年度からの、子ども・子育て支援新制
度の施行に伴い、幼児期の学校教育や保育、地
域の子育て支援を総合的に推進するため、平成
26年度から保育所業務と教育委員会で行ってい
る幼稚園業務を子育て支援課に集約し、準備を
進めていきます。
　また、保護者が安心して仕事と子育てを両立
できる環境づくりのため、児童クラブの指導員
研修の充実や、適切な事業運営基準を整備する
とともに、平成27年度に統合予定の２カ所の小
学校敷地内に、新たな学童保育施設を建設する
ことにしています。

■介護保険
　平成27年度からの第６期介護保険事業計画を
策定する節目の年となり、要支援の方の介護サ
ービスの検討や事業内容の見直し、介護保険料
の適正な算定により、高齢者への支援体制の強
化を図りながら、介護保険事業の円滑な運営方
針を確立していきます。

産業振興施策 地域づくり施策

健康福祉施策

生活環境施策

国民文化祭

国の重伝建地区選定により観

光客の増加が見込まれる増田

の街並みでは、暮らしの中に

伝統を生かしながら、町づく

りが進められる

国の重伝建地区選定により観

光客の増加が見込まれる増田

の街並みでは、暮らしの中に

伝統を生かしながら、町づく

りが進められる

増田『蔵の日』のにぎわい増田『蔵の日』のにぎわい

市役所に『農林部』を新設し、

次世代が希望を持てる産業とし

ての農業を強化し、農業振興と

食育の拠点となる施設整備構想

に着手

市役所に『農林部』を新設し、

次世代が希望を持てる産業とし

ての農業を強化し、農業振興と

食育の拠点となる施設整備構想

に着手

■農業振興
　『品質がよく味のよい横手の農産物』という
地域価値を最大限に生かすため、農産物や農産
加工品に磨きをかける取り組みを進め、市の基
幹産業である農業の強化を図ります。
　国の農政改革への対応については、複合産地
の取り組みをこれまで以上に推進するとともに、
『人・農地プラン』事業などを活用し、効果的な
農地集積と農業経営体の体質強化を図ります。
新たな取り組みとして、著しい成果を上げてい
る農業者の表彰や経営感覚に優れた農家の育成
支援、地域の特色ある農産物を学校給食に提供
する食育推進などを実施します。

■林業振興
　木材資源の生産など、森林の有する多面的機
能を発揮させるために、適正な森林施業の実施
やマツタケの発生を促進させる環境を整える事
業に着手するなど、健全で多様な森林づくりを
推進していきます。

■観光の振興
　平成25年度に引き続き、おもてなし事業や二
次アクセスの充実に取り組み、横手ファンの増
加と滞在時間の拡大を図っていきます。
　重伝建に選定された『増田のまちなみ』につ
いては、通年観光の目玉として、観光地として
の魅力を充実させるための施策を実施します。
　後三年合戦を活かした観光誘客の推進につい
ては、美郷町との連携協定に基づく各種ＰＲ活
動などを実施するほか、平泉町との連携により
『平泉文化の源流』地域としての認知度の向上
と、通年観光ツールとしての充実を図ります。

■商工業の振興
　商業振興では、商工団体の活動や、各地域の
商店街で実施するイベントを支援し、また、起
業・創業を推進するため『Ｂｉｚ(ビズ)サポー
トよこて』の部屋数を増やし、地域の活性化を
図っていきます。
　工業振興では『ものづくり創造支援事業』に
より新製品の開発や新分野への展開を進める企
業を支援し、また、市の企業振興条例等に基づ
き交付する雇用奨励金を拡充するなど、市内事
業所の経営拡大や新たな企業誘致、そして雇用
創出につなげていきます。

■横手産品のブランド化推進
　農産物や加工品などの販売促進については、
消費者や販売関係者の信頼を得ながら、地域の
特色を前面に出し活動をしてきましたが、さら
に、横手の良さや地域資源を分析して、戦略的
に統一された地域ブランド策定を目指します。
そのため、農家や生産者、商工業者のほか商工
会議所、商工会などの各種産業団体やＮＰＯ、
若者会議など多様な団体の参画による地域ブラ
ンド策定のための調査事業を行います。

雪の下にんじんの収穫
（平鹿地域）
雪の下にんじんの収穫

（平鹿地域）

春の花 キンギョソウ（雄物川地域）春の花 キンギョソウ（雄物川地域）



市議会３月定例会　平成26年度施政方針

・空
き
家
対
策

　

老
朽
危
険
空
き
家
対
策
事
業
で

は
、
解
体
補
助
事
業
で
23
棟
の
工

事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

解
体
後
の
土
地
に
つ
い
て
市
が
寄

付
を
受
け
、
跡
地
を
公
共
用
地
と

し
て
活
用
す
る
跡
地
活
用
事
業
は
、

十
文
字
町
西
上
地
内
の
空
き
家
１

棟
に
つ
い
て
、
解
体
・
撤
去
工
事

を
完
了
し
て
お
り
、
今
後
は
、
町

内
会
が
花
壇
を
整
備
し
、
憩
い
の

場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

移
住
促
進
対
策
の
一
環
と
し
て

実
施
し
た
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
等

支
援
事
業
は
、
福
島
県
と
千
葉
県

か
ら
の
移
住
者
が
こ
の
事
業
を
活

用
し
て
お
り
、
２
世
帯
３
人
が
横

手
地
域
と
増
田
地
域
に
定
住
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
管
理
不
全
な
空
き
家
に

つ
い
て
、
所
有
者
に
対
し
て
適
正

な
管
理
を
促
し
て
い
く
と
と
も
に
、

効
果
的
な
事
業
の
実
施
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
推
進
事
業

　

厚
生
労
働
省
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
平
成
24
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
地
域
医
療
連
携
推
進
事
業

で
は
、
多
職
種
協
働
に
よ
る
在
宅

医
療
の
支
援
体
制
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
医
療
と
介
護
が
連
携
し

た
、
地
域
に
お
け
る
包
括
的
・
継

続
的
な
在
宅
医
療
の
提
供
を
目
指

し
て
、
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
の
会

議
や
学
習
会
な
ど
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
26
年
度
に
お
い
て

も
、
自
立
し
た
高
齢
社
会
の
構
築

に
向
け
、
在
宅
医
療
と
ケ
ア
を
考

え
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

で
き
る
よ
う
に
、
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

 
■一般会計補正額　　　　　　 △９億５,４８９万４千円
◎主な補正予算の内容

　●除雪費･･････････････････････････････････････････ ３億円

　●クリーンプラザよこて整備事業･･････ △６億４１７万６千円

　●庁舎機能再編事業････････････････････････････ ９５０万円

　●一般扶助費・・・・・・・・・････････････ △１億６，４９９万９千円

　●農業経営等復旧・再開支援対策事業･･･････・・ ７，０００万円

　●地方道路交付金事業・・・・･･･････････････････ ７，７６０万円

■補正後の予算総額　　　　５１７億５,６７５万１千円

今議会に提案された一般会計補正予算

 

平
成
25
年
度
事
業
の

 

進
捗
状
況

 

平
成
25
年
度
事
業
の

 

進
捗
状
況

平成26年度　主要施策平成26年度　主要施策

■雪対策事業　平成26年度の除雪費予算については、この４
年間の降雪状況を勘案し、平成25年度当初予算
額に約３億円増額し10億円を計上しています。
11月上旬の予想外の降雪の際に課題となった初
動体制の遅れを教訓に、今後は、緊急時に一定
数の車両が出動できるような体制整備を図るな
ど、除排雪体制の強化を進めていきます。
　また、横手市総合雪対策基本計画の実施内容
を検証するとともに、見直しを進めながら安
全・安心な市民生活が送られるよう雪対策を進
めていきます。
　さらに、新規除雪機械の配置や地吹雪対策、
消・融雪施設整備等の雪寒道路事業など、国の
補助メニューの活用等についても調査検討する
ことにしています。

■道路事業　通学路の緊急点検結果に基づく歩行者の安全
対策のほか、老朽化した舗装の補修などを中心
に整備を進めることにしています。
　交付金事業では幹線道路の改良および歩道の
新設を６路線、舗装補修工事を６路線、くらし
のみちづくり事業では地域内幹線道路や生活道
路21路線の整備を予定しています。
　交通量の増加が見込まれる堤美砂古線や条里
跡般若寺線の八柏工区については、平成26年度
から改良工事に着手します。
　中央線街路事業については、建物移転と用地
取得を予定しており、平成27年度には工事に着
手する予定です。

建設行政施策

■水道事業　大沢第二浄水場が完成し、４月からは給水区
域内で新たな浄水処理により、これまで以上に
安全で安心な水道水を供給していきます。また
水源から蛇口に至るまでの一連の水質管理を目
指す『水安全計画』の策定を継続して実施し、
重点的に監視する項目をシステム化して継続的
に管理するためのマニュアルを作成します。

■生活排水処理事業等　汚水処理施設の整備は、市町村の主体性が重
要視されてきており、地域の実情に応じた整備
手法を選定し、経営基盤の強化を図らなければ
なりません。このため、経済的かつ効率的な整
備や管理など様々な課題に対応する施策の方向
性を示す『横手市下水道ビジョン』を策定する
予定にしています。　横手病院は手術用照明器具の更新や医療機器
等の整備を、大森病院は病棟や院外で電子カル
テを参照できる環境の構築を予定しています。
また、平成26年度は医療法の改正が予定されて
おり、病床機能の報告制度や県の地域医療ビジ
ョン策定など、超高齢社会に向けた医療提供体
制の構築が始まることにより、地域医療機関等
との連携がこれまで以上に重要になります。横
手病院と大森病院は、それぞれの特徴を生かし
ながら、互いに協力して連携を図り、地域の医
療ニーズに応えていきます。

上下水道事業

市立病院事業

進
事
業
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
よ
こ
て

整
備
事
業
、
小
学
校
統
合
事
業
な

ど
の
事
業
も
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
の
主
要
事
業
等
は
、

　

後
日
発
行
の
『
わ
か
り
や
す
い

　
予
算
書
』
で
紹
介
し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
市
の
抱
え
る
喫
緊

の
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
優
先
課
題
推
進
事
業
を
設

け
、
国
民
文
化
祭
事
業
、
地
域
価

値
創
造
構
想
策
定
事
業
、
起
業
家

育
成
事
業
、
任
意
予
防
接
種
助
成

事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
立
市
よ
こ
て
推

　

一
般
会
計
予
算
の
歳
入
で
は
、

消
費
税
率
の
変
更
に
伴
う
地
方
消

費
税
交
付
金
の
増
額
や
建
設
事
業

に
伴
う
市
債
の
増
な
ど
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
予
算
編
成
方
針

平
成
26
年
度
予
算
編
成
方
針

平成26年度一般会計・特別会計および企業会計予算 （単位：千円）

会　　計　　名 平成26年度当初 平成25年度当初 比　　較

普　通　会　計

普通会計以外の特別会計（④～　）

特別会計（②～　）

企業会計（　～　）

合　　計（①～　）25

①一般会計

②障害者支援施設特別会計

③土地区画整理事業特別会計

④国民健康保険特別会計

⑤後期高齢者医療特別会計

⑥介護保険特別会計

⑦介護サービス事業特別会計

⑧特別養護老人ホーム特別会計

⑨介護老人保健施設特別会計

⑩指定通所介護事業特別会計

⑪市営温泉施設特別会計

⑫集落排水事業特別会計

⑬浄化槽市町村整備推進事業特別会計

⑭横手町四町財産区特別会計

⑮横手地域財産管理特別会計

⑯前郷地区特別会計

⑰金沢中野財産区特別会計

⑱西成瀬財産区特別会計

⑲醍醐財産区特別会計

⑳里見財産区特別会計

　福地財産区特別会計

　舘合財産区特別会計

　病院事業会計

　水道事業会計

　下水道事業会計

22

21

22

23

24

25

22

2523

56,068,800

55,478,000

300,600

290,200

26,674,610

12,205,600

950,100

10,916,100

27,100

754,700

537,200

83,400

688,100

440,600

51,900

1,440

30

2,820

2,310

5,920

590

1,200

350

5,150

27,265,410

17,633,790

10,277,690

3,816,000

3,540,100

100,377,200

50,641,112

50,106,000

288,000

247,112

26,256,447

11,997,457

933,065

10,597,932

29,860

771,675

504,491

78,299

682,643

577,920

67,832

1,466

25

2,822

2,563

5,499

768

1,400

230

500

26,791,559

17,124,640

8,834,043

4,804,437

3,486,160

94,022,199

5,427,688

5,372,000

12,600

43,088

418,163

208,143

17,035

318,168

△ 2,760

△ 16,975

32,709

5,101

5,457

△ 137,320

△ 15,932

△ 26

5

△ 2

△ 253

421

△ 178

△ 200

120

4,650

473,851

509,150

1,443,647

△ 988,437

53,940

6,355,001

平成26年度

一般会計予算の概要

歳入予算内訳歳入予算内訳

歳出予算
目的別内訳

一般会計歳入歳出

総額 554億7,800万円
前年度当初比　10.7％増

自主財源
【25.1％】
自主財源

【25.1％】

依存財源
【74.9％】
依存財源

【74.9％】

市税

79億6,833万円
【14.4％】

市税

79億6,833万円
【14.4％】

総務費

49億9,802万円
【9.0％】

総務費

49億9,802万円
【9.0％】

衛生費

78億5,163万円
【14.1％】

衛生費

78億5,163万円
【14.1％】

土木費

56億9,025万円
【10.3％】

土木費

56億9,025万円
【10.3％】

消防費

23億3,904万円
【4.2％】

消防費

23億3,904万円
【4.2％】

教育費

65億4,495万円
【11.8％】

教育費

65億4,495万円
【11.8％】

公債費

65億9,964万円
【11.9％】

公債費

65億9,964万円
【11.9％】

議会費　　3億1,498万円
労働費　　1億9,531万円
災害復旧費　　 2,130万円
諸支出金 11億5,305万円
予備費　　　 5,000万円

　　　　　　　【3.1％】

議会費　　3億1,498万円
労働費　　1億9,531万円
災害復旧費　　 2,130万円
諸支出金 11億5,305万円
予備費　　　 5,000万円

　　　　　　　【3.1％】

農林水産業費

32億5,606万円
【5.9％】

農林水産業費

32億5,606万円
【5.9％】

商工費

21億117万円
【3.8％】

商工費

21億117万円
【3.8％】

民生費

143億6,260万円
【25.9％】

民生費

143億6,260万円
【25.9％】

国庫支出金

63億7,591万円
【11.5％】

国庫支出金

63億7,591万円
【11.5％】

県支出金

35億5,094万円
【6.4％】

県支出金

35億5,094万円
【6.4％】

市債

88億8,670万円
【16.0％】

市債

88億8,670万円
【16.0％】

その他（交付金など）

20億8,300万円
【3.8％】

その他（交付金など）

20億8,300万円
【3.8％】

地方交付税

206億5,200万円
【37.2％】

地方交付税

206億5,200万円
【37.2％】

使用料および
手数料ほか

59億6,113万円
【10.7％】

使用料および
手数料ほか

59億6,113万円
【10.7％】

※１※１

※２※２

　 その他（交付金など）の内訳

地方譲与税　　　　　5億7,000万円
利子割交付金　　　　　 1,500万円
配当割交付金　　　　　　 500万円
株式等譲渡所得割交付金　　　 100万円
地方消費税交付金　 14億2,200万円
ゴルフ場利用税交付金　　　 600万円
自動車取得税交付金　　 3,000万円
地方特例交付金　　　　 2,000万円
交通安全対策特別交付金　　 1,400万円

※２※２ 　 使用料および手数料ほかの内訳

分担金および負担金　4億8,760万円

使用料および手数料　6億1,202万円

財産収入　　　　　　　 8,434万円

繰入金　　　　　　 14億8,290万円

繰越金　　　　　　 13億1,278万円

諸収入　　　　　　 19億8,149万円

※１※１
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3
月
22
日
、
平
成
25
年
度
横
手
市

ス
ポ
ー
ツ
賞
と
横
手
市
体
育
協
会
表

彰
の
合
同
授
与
式
が
浅
舞
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

横
手
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
競
技
優

秀
者
と
し
て
、
平
成
25
年
度
に
全
国

大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
44
人

が
受
賞
。
ま
た
、
横
手
市
体
育
協
会

か
ら
は
、
競
技
力
向
上
と
普
及
活
動

に
貢
献
し
た
、
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟

役
員
の
塩
屋
誠
氏
に
功
労
賞
、
２
４

４
人
に
栄
光
賞
、
60
人
に
奨
励
賞
を

贈
り
栄
光
を
た
た
え
ま
し
た
。

　

横
手
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
受
賞
者
の
皆

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。
※
敬
称
略

【
全
国
都
道
府
県
中
学
校
相
撲
選
手
権   

大
会
・
軽
量
級
・
第
３
位
】

◆
齊
藤
匡
平
（
平
鹿
中
学
校
）

【
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技
・
男
子
4
×
1
0
0
㍍
リ
レ
ー
･

第
７
位
】

◆
鈴
木
慶
一
、
萩
原
和
、
中
村
聖
、

　

佐
藤
修
平(

横
手
清
陵
学
院
高
校)

【
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育

大
会
陸
上
競
技
・
女
子
８
0
0
㍍
・

第
８
位
】

◆
藤
原
沙
央
里(

横
手
高
校
定
時
制)

【
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
柔
道

大
会
・
男
子
団
体
・
第
５
位
】

◆
鈴
木
翔
也
、
小
松
祐
太
、
小
原
峻

　

(

横
手
高
校
定
時
制)

【
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
】

◎
陸
上
競
技
・
1
0
0
㍍
・
第
６
位

◆
高
橋
尚
汰
（
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　

協
会)

◎
卓
球
競
技
・
個
人
・
第
３
位

◆
瀧
澤
和
也
（
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　

協
会)

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
・
女
子
・

　

第
３
位

◆
今
野
理
紗
、
斎
藤
美
佳
、
谷
亜
佳

　

里
、
佐
々
木
絵
美
（
県
特
別
支
援

　

学
校
体
育
連
盟
）

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
・
男
子
・

　

第
３
位

◆
谷
隼
人
、
佐
々
木
淳
、
鈴
木
健
太

　

(

県
特
別
支
援
学
校
体
育
連
盟
）

【
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
カ
ッ

プ
男
子
選
手
権
大
会
・
第
３
位
】

◆
伊
藤
靖
隆
、
太
田
雄
太
、
市
川
雅

　

人
、
杉
山
翔
、
眞
田
辰
弥
、
細
川

　

卓
弥
（
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

【
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選

手
権
大
会
・
男
子
・
第
３
位
】

◆
川
村
悠
希
、
沼
下
勝
寿
、
佐
藤
慎

　

吾
、
吉
田
龍
星
、
髙
橋
令
、
鈴
木

　

教
央
、
山
田
悠
人
、
佐
藤
勇
太
、

　

畠
山
晶
、
鈴
木
祐
貴
、
保
坂
悠
斗
、

　

平
山
翔
太
、
山
本
真
也
、
石
垣
拓

　

海
、
北
舘
拓
実
、
小
松
一
哉
、
長

　

谷
川
晃
大
、
伴
野
拓
海
、
髙
橋
聖

　

哉
（
雄
物
川
高
校
）

【
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競

技
会
・
成
年
女
子
Ａ
・
優
勝
】

◆
向
川
桜
子
（
早
稲
田
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
財
務
部
資
産
税
課
副
主
査
・
瀧
澤

篤
▼
市
民
生
活
部
西
部
環
境
保
全
セ

ン
タ
ー
主
査
・
中
野
晃
静
▼
市
民
生

活
部
横
手
衛
生
セ
ン
タ
ー
主
席
業
務

員
・
寺
田
正
信
▼
健
康
福
祉
部
社
会

福
祉
課
専
門
監
・
高
橋
幸
一
▼
健
康

福
祉
部
障
害
者
支
援
施
設
大
和
更
生

園
副
主
幹
・
小
川
実
▼
健
康
福
祉
部

障
害
者
支
援
施
設
大
和
更
生
園
生
活

支
援
員
主
査
・
土
場
キ
ミ
子
▼
健
康

福
祉
部
障
害
者
支
援
施
設
大
和
更
生

園
総
括
調
理
員
・
柴
田
和
子
▼
健
康

福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
寿

園
看
護
師
主
査
・
佐
藤
志
津
子
▼
健

康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白

寿
園
介
護
士
主
査
・
髙
橋
扶
美
子
▼

健
康
福
祉
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

白
寿
園
主
席
介
護
員
・
佐
々
木
キ
ク

子
▼
健
康
福
祉
部
介
護
老
人
保
健
施

設
老
健
お
お
も
り
准
看
護
師
主
任
・

藤
田
美
代
子
▼
健
康
福
祉
部
介
護
老

人
保
健
施
設
老
健
お
お
も
り
主
席
介

護
員
・
髙
橋
孝
子
▼
産
業
経
済
部
実

験
農
場
長
・
加
藤
正
一
▼
産
業
経
済

部
商
工
労
働
課
副
主
査
・
高
橋
拓
朗

▼
建
設
部
長
・
照
井
康
晴
▼
上
下
水

道
部
長
・
鈴
木
弘
志
▼
増
田
地
域
局

長
・
遠
藤
晴
美
▼
増
田
地
域
局
地
域

振
興
課
長
・
斎
藤
正
弘
▼
増
田
地
域

局
ま
す
だ
保
育
園
保
育
士
主
任
・
菊

地
留
美
子
▼
増
田
地
域
局
総
合
子
育

て
支
援
施
設
保
育
士
副
主
幹
・
遠
藤

幸
子
▼
増
田
地
域
局
産
業
建
設
課
総

括
業
務
員
・
小
倉
欽
一
▼
雄
物
川
地

域
局
市
民
福
祉
課
副
主
幹
・
高
橋
慶

一
▼
大
森
地
域
局
長
・
髙
山
勇
光
▼

大
森
地
域
局
地
域
振
興
課
主
査
・
伊

勢
谷
英
子
▼
大
森
地
域
局
市
民
福
祉

課
長
・
伊
藤
由
美
子
▼
十
文
字
地
域

局
長
・
鈴
木
淳
悦
▼
十
文
字
地
域
局

地
域
振
興
課
長
・
澁
谷
満
▼
十
文
字

地
域
局
市
民
福
祉
課
主
任
・
岡
田
晃

浩
▼
十
文
字
地
域
局
十
文
字
保
育
所

長
・
佐
藤
晃
子
▼
山
内
地
域
局
長
・

照
井
礼
司
▼
山
内
地
域
局
市
民
福
祉

課
長
・
藤
井
嘉
博
▼
山
内
地
域
局
さ

ん
な
い
保
育
園
長
・
太
田
由
美
子
▼

山
内
地
域
局
産
業
建
設
課
総
括
運
転

士
・
橋
本
俊
司
▼
大
雄
地
域
局
産
業

建
設
課
長
・
信
太
新
一
▼
会
計
管
理

者
・
佐
藤
誠
▼
教
育
総
務
部
次
長
・

小
西
一
夫
▼
横
手
中
央
公
民
館
長
・

佐
藤
伸
夫
▼
栄
公
民
館
長
・
黒
澤
精

子
▼
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
・

柴
田
清
隆
▼
大
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
所
長
・
加
藤
敬
雄
▼
山
内
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
・
高
橋
千
義
▼
十

文
字
第
一
小
学
校
総
括
校
務
員
・
髙

橋
奈
賀
子
▼
十
文
字
中
学
校
総
括
校

務
員
・
武
蔵
成
市
▼
十
文
字
中
学
校

総
括
校
務
員
・
柿
﨑
弘
子

▼
消
防
署
長
・
藤
原
正
美
▼
消
防
本

部
予
防
課
長
・
岡
部
新
吉
▼
消
防
本

部
救
急
課
長
・
黒
澤
雅
博
▼
消
防
署

副
署
長
・
佐
藤
公
晴
▼
消
防
署
副
署

長
・
小
西
隆
悦
▼
消
防
署
増
田
分
署

長
・
高
橋
信
宏
▼
消
防
署
増
田
分
署

副
分
署
長
・
佐
藤
廣
美
▼
消
防
署
山

内
分
署
副
分
署
長
・
柴
田
英
之

【
市
立
横
手
病
院
】

▼
診
療
科
整
形
外
科
長
・
菊
池
一
馬

▼
診
療
科
消
化
器
内
科
医
員
・
荒
田

英
▼
看
護
科
総
看
護
師
長
・
木
村
カ

ズ
子
▼
看
護
科
看
護
師
長
・
高
橋
千

鶴
子
▼
看
護
科
看
護
師
長
・
木
下
文

子
▼
看
護
科
看
護
師
・
町
本
典
子
▼

看
護
科
看
護
師
・
菅
原
奈
緒
子
▼
看

護
科
看
護
師
・
佐
々
木
美
紀
子
▼
看

護
科
看
護
師
・
髙
橋
歌
澄
▽
看
護
科

看
護
師
・
佐
藤
愛
▽
看
護
科
業
務
員
・

高
橋
早
希
子

【
市
立
大
森
病
院
】

▼
看
護
科
准
看
護
師
副
主
任
・
松
井

勝
子 ■

消
防
職
員

■
病
院
職
員

平成25年度　横手市スポーツ賞・横手市体育協会表彰平成25年度　横手市スポーツ賞・横手市体育協会表彰

市
職
員
退
職
者

市
職
員
退
職
者

平
成
26
年
３
月
31
日
付

平
成
26
年
３
月
31
日
付

平
成
26
年
度
の
職
員
体
制
は
、

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 国民文化祭つうしん／市長便り

●問合せ●市総務企画部国民文化祭推進室（市民会館内）☎23-8508

国
民文

化祭つうしんわ
くわ
く♪♪

vol.11

わくわく♪♪国民文化祭つうしんでは、国民文化祭についての情報や、横手市

での取り組みなどを紹介していきます。次回もお楽しみに！

　国民文化祭本番まで、あと200日を切りました！ 

　国民文化祭横手市実行委員会では、今秋の国民

文化祭本番に向け、８事業の開催準備を進めてい

ます。今回はその一部を紹介します。

＊『民謡・民舞の祭典』

　北は北海道、南は沖縄県まで秋田県内を含めた

　約40の団体が全国から集結します

＊『太鼓の祭典』

　フィナーレにはなんと100人を超える太鼓奏者

　が迫力の合同演奏を披露します

＊『後三年合戦絵詞の世界』

　東京国立博物館所蔵の重要文化財『後三年合戦

　絵巻』を秋田県立近代美術館で特別公開します。

　現在『ダンスフェスティバル in 横手』の『あき

たＹＯＳＡＫＯＩフェスティバル』『ストリートダン

スコンテスト』部門では、出演団体を募集中です。

横手市内の方はもちろん、県内外にお住まいの方

など愛好者の方は、ぜひご応募ください。

＊あきたＹＯＳＡＫＯＩ

　フェスティバル

　日時：10月25日（土）～

       26日（日）

　会場：秋田ふるさと村、

　　　  イオン横手店

＊ストリートダンス

   コンテスト

　日時：10月26日（日）

　会場：横手市民会館

出演者
募集中

出演者
募集中

市長便り■ 04 横手市長 ■ 髙 橋　大

　

平
成
26
年
度
が
始
ま
り
、
本

庁
舎
（
旧
横
手
庁
舎
）
で
の
、

業
務
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

身
を
引
き
締
め
て
新
た
な
気
持

ち
で
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
、

国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１

４
ま
で
、
い
よ
い
よ
２
０
０
日

を
切
り
ま
し
た
。
８
つ
の
事
業

が
行
わ
れ
る
横
手
市
で
も
、
本

番
の
開
幕
に
向
け
た
準
備
が
本

格
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

目
玉
の
ひ
と
つ
は
、
東
京
国

立
博
物
館
所
蔵
の
重
要
文
化
財

『
後
三
年
合
戦
絵
巻
』
を
秋
田

ふ
る
さ
と
村
の
県
立
近
代
美
術

館
で
公
開
す
る
も
の
で
す
。
世

界
文
化
遺
産
・
平
泉
の
源
流
の

地
と
さ
れ
る
横
手
で
初
の
披
露

と
な
り
ま
す
。
先
日
、
美
郷
町

で
開
催
さ
れ
た
『
後
三
年
合
戦

金
沢
柵
公
開
講
座
』
に
も
多
く

の
人
が
訪
れ
、
関
心
の
高
ま
り

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
手
出
身
の
サ
ッ
ク

ス
奏
者
C
ｈ
ｉ
ｈ
ｏ
さ
ん
が
所

属
す
る
バ
ン
ド
・
ブ
ロ
ン
ズ
道

心
が
『
民
謡
・
民
舞
の
祭
典
』

で
秋
田
県
民
謡
協
会
の
皆
さ
ん

と
共
演
し
、
華
や
か
に
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
っ
て
く
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
『
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』
の
Y
O
S
A
K
O
I
部
門

出
演
者
全
員
に
よ
る
国
民
文
化

祭
記
念
総
踊
り
『
い
や
さ
か

A
K
I
Ｔ
Ａ
』
で
の
、
子
ど
も

た
ち
の
踊
り
も
楽
し
み
で
す
。

　

市
を
訪
れ
て
く
だ
さ
る
方
々

に
、
横
手
の
お
も
て
な
し
の
心

を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
「
ま
た

行
っ
て
み
た
い
町
」
と
し
て
、

全
国
に
P
R
す
る
絶
好
の
機
会

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨年のプレイベントのステージ



市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 市政情報便

　

特
定
健
診
は
、
40
歳
以
上
75
歳

未
満
の
方
を
対
象
に
医
療
保
険
者

が
実
施
す
る
健
診
で
す
。

　

各
種
が
ん
検
診
は
、
市
に
住
民

票
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
年
齢
制
限
が
あ

り
ま
す
。

　

１
月
〜
２
月
に
実
施
し
た
『
健

（
検
）
診
調
査
票
』
で
市
の
健
診

を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
通
知
し
ま

す
。

＊
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

　

を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
受
診

　

券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
健
診
当

　

日
は
、
受
診
券
と
保
険
証
を
ご

　

持
参
く
だ
さ
い
。

＊
各
種
が
ん
検
診
を
申
し
込
ま
れ

　

た
方
に
は
、
検
診
の
案
内
が
個

　

別
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

＊
申
し
込
み
を
さ
れ
な
か
っ
た
方

　

は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
（
横

　

手
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
３
３
‐
９
６
０
０

　

ま
た
は
各
地
域
局
市
民
福
祉
課

■
協
会
け
ん
ぽ
（
旧
社
会
保
険
）

　

加
入
の
方
へ

　

協
会
け
ん
ぽ
加
入
の
40
歳
以
上

75
歳
未
満
の
被
扶
養
者
の
方
は
、

協
会
け
ん
ぽ
発
行
の
受
診
券
と
保

険
証
を
持
参
す
る
と
、
市
が
行
っ

て
い
る
健
診
会
場
で
特
定
健
診
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
受
診
券
に
つ
い

て
は
、
協
会
け
ん
ぽ
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度  

健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

ＨＰページ番号／000005429 健（検)診
　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
改

修
工
事
を
行
う
方
に
、
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
『
雪
国
よ
こ
て
安

全
安
心
住
宅
普
及
促
進
事
業
』
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

◆
受
付
開
始
日
／
４
月
７
日
（
月
）

◆
対
象
と
な
る
工
事
／

①
雪
対
策
の
た
め
の
工
事

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
改
修
工
事

③
省
エ
ネ
・
断
熱
化
改
修
工
事

④
住
宅
耐
震
改
修
・
改
築
工
事

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
類
作
成
費
用
に

も
補
助
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。　

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

　

☎
３
５
‐
２
２
２
４

雪
国
よ
こ
て
安
全
安
心
住
宅
普
及
促
進
事
業

ＨＰページ番号／000001428 住宅改修

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

高齢福祉ＨＰページ番号／000001308

【
健
康
づ
く
り
入
浴
サ
ー
ビ
ス
券
】

　

協
力
施
設
の
日
帰
り
入
浴
が
お

お
む
ね
半
額
の
料
金
で
利
用
で
き

ま
す
。

【
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
券
】

　

登
録
施
術
所
で
、
１
回
あ
た
り

１
，
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
券
の
詳
し
い
利
用

　

方
法
等
は
、
一
緒
に
お
渡
し
す

　

る
『
ご
利
用
の
し
お
り
』
で
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
／
横
手
市
に
お
住
ま
い  

   

の
方
で
、
４
月
１
日
現
在
、
65

　

歳
以
上
の
方
（
昭
和
24
年
４
月  

　

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

◆
支
給
枚
数
／
い
ず
れ
も
12
枚

◆
持
参
す
る
も
の
／
印
鑑
と
本
人

　

確
認
の
で
き
る
も
の
（
健
康
保

　

険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

◆
交
付
場
所
／
各
地
域
局
市
民
福

　

祉
課
（
横
手
地
域
は
市
役
所
本

　

庁
舎
１
階
の
福
祉
総
合
窓
口
）

【
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
高
齢
ふ
れ
あ
い

　

課
（
市
役
所
本
庁
舎
内
）

　

☎
３
５
‐
２
１
３
４

　

ま
た
は
各
地
域
局
市
民
福
祉
課

　

『
健
康
づ
く
り
入
浴
サ
ー
ビ
ス
券
』
、『
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
券
』
を

４
月
１
日
か
ら
交
付
し
ま
す

異動届ＨＰページ番号／000013453
　

引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
の
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
お
早
め
に
市

民
生
活
部
市
民
課
、
ま
た
は
各
地

域
局
市
民
福
祉
課
窓
口
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

＊
横
手
市
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き

　

た
時
（
転
入
届
）
／
住
み
始
め

　

た
日
か
ら
14
日
以
内

＊
横
手
市
内
の
ほ
か
の
住
所
に
引

　

っ
越
し
た
時
（
転
居
届
）
／
住

　

み
始
め
た
日
か
ら
14
日
以
内

＊
横
手
市
外
へ
引
っ
越
す
時
（
転

　

出
届
）
／
引
っ
越
し
が
決
ま
っ

　

た
日
か
ら
引
っ
越
し
を
す
る
日

　

ま
で

◆
必
要
な
も
の
／
届
け
出
す
る
方

　

の
印
鑑
と
、
運
転
免
許
証
・
住

　

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
パ
ス
ポ

　

ー
ト
な
ど
の
顔
写
真
つ
き
の
本

　

人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。
お

　

持
ち
で
な
い
場
合
は
、
健
康
保

　

険
証
、
年
金
証
書
な
ど
複
数
の

　

書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
同
じ
世
帯
の
方
以
外

　

が
届
け
出
す
る
場
合
は
、
委
任

　

状
が
必
要
で
す
。
な
お
、
転
入

　

の
場
合
は
、
前
住
所
地
で
発
行

　

し
た
転
出
証
明
書
も
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い
。

   

市
民
生
活
部
市
民
課
・
国
保
年

金
課
、
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
で
は
、
転
入
・
転
出
手
続
き
に

対
応
す
る
た
め
、
休
日
臨
時
窓
口

を
開
設
し
ま
す　

◆
開
設
日
時
／
４
月
５
日
（
土
）
午

　

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
開
設
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎（
か

ま
く
ら
館
と
な
り
）

　

１
階
市
民
課
・
国
保
年
金
課
・

福
祉
総
合
の
各
窓
口

※

市
役
所
本
庁
舎
以
外
は
開
設
し

　

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

横
手
地
域
は
市
民
課
、
ほ
か
の

地
域
は
各
地
域
局
市
民
福
祉
課

横
手
地
域　

☎
３
５
‐
２
１
７
６

増
田
地
域　

☎
４
５
‐
５
５
１
３

平
鹿
地
域　

☎
２
４
‐
１
１
１
３

雄
物
川
地
域
☎
２
２
‐
２
１
５
６

大
森
地
域　

☎
２
６
‐
２
１
１
５

十
文
字
地
域
☎
４
２
‐
５
１
１
４

山
内
地
域　

☎
５
３
‐
２
９
３
２

大
雄
地
域   

☎
５
２
‐
３
９
０
４

住
所
変
更
な
ど
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
医
療
費

負
担
は
、
法
律
上
２
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
特
例
措
置
に

よ
り
１
割
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

平
成
26
年
度
か
ら
、
国
の
制
度
改

正
に
よ
り
見
直
し
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
高
額
療
養
費
の
限

度
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
平
成
26
年
４
月
以
降
に
70
歳
に  

　

な
る
方
（
昭
和
19
年
４
月
２
日

　

以
降
生
ま
れ
の
方
）　
　
　
　

　

70
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
た
だ

　

し
、
各
月
１
日
が
誕
生
日
の
方

　

は
そ
の
月
）
か
ら
、
医
療
費
の

　

窓
口
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す
。

◆
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
70
歳
に

　

達
し
て
い
る
方
（
昭
和
19
年
４

　

月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

　

平
成
26
年
４
月
以
降
も
、
医
療

　

費
の
窓
口
負
担
は
１
割
の
ま
ま

　

変
わ
り
ま
せ
ん
。

※

生
年
月
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
一

　

定
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
３
割

　

負
担
で
す
（
前
年
の
所
得
に
よ

　

っ
て
変
わ
り
ま
す
）
。

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
（
市

　

役
所
本
庁
舎
内
）

　

☎
３
５
‐
２
１
８
６

70
歳
に
な
る
方
の
医
療
費
の
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

ＨＰページ番号／000017852 医療費
　

市
に
納
税
義
務
の
あ
る
方
は
、

市
内
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を

記
載
し
た
帳
簿
を
縦
覧
し
、
自
分

の
資
産
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う

か
を
他
の
資
産
と
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
縦
覧
期
間
中
は
固
定
資

産
課
税
台
帳
を
無
料
で
閲
覧
で
き

自
分
の
資
産
の
評
価
額
や
課
税
標

準
額
、
税
額
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
縦
覧
の
際
は
、
申
請
者
の

本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
・
時
間
／
４
月
１
日

　

（
火
）〜
６
月
２
日（
月
）※

土
日
、

　

祝
日
を
除
く
・
午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分

◆
縦
覧
場
所
／
市
財
務
部
資
産
税  

　

課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

◆
閲
覧
場
所
／
縦
覧
場
所
と
同
じ
、  

　

ま
た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課

【
問
合
せ
】

　

市
財
務
部
資
産
税
課
（
市
役
所

　

本
庁
舎
内
）

　

☎
３
２‐

２
７
６
７　

平
成
26
年
度
の
土
地
・
家
屋
評
価
額
を
縦
覧
し
ま
す

ＨＰページ番号／000013886 固定資産

　経営リスクを負う新規就農者の経営が、軌道に乗

るまでの間を支援します。

　市では平成26年度に２回の募集を予定しており、

今回は１回目の募集となります。２回目は８月頃の

予定です。

◆助成内容／年間150万円（最長で５年間）

◆応募要件／  

　①独立・自営就農者

　②独立・自営就農時の年齢が、原則45歳未満の方

　③農業経営を開始して５年後までに農業で生計が

　成り立つ計画があること

◆応募期限／４月18日（金）

※助成を受けるためには、上記以外にも満たす要件

　がありますので、早め

　に担当窓口へご相談く

　ださい

◆問合せ／市農林部農業

　政策課（県平鹿地域振

　興局内）

　☎32-2112

新規就農者を支援します
～青年就農給付金（経営開始型）～

　　　　　　　　　　　HPページ番号000010369

新規就農者を支援します
～青年就農給付金（経営開始型）～

　　　　　　　　　　　HPページ番号000010369

福　祉ＨＰページ番号／000009468
　

障
が
い
の
あ
る
方
の
通
院
費
な

ど
の
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
や
通

院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す
。

　

申
請
は
、
各
地
域
局
市
民
福
祉

課
（
横
手
地
域
は
市
役
所
本
庁
舎

１
階
の
福
祉
総
合
窓
口
）
で
受
け

付
け
ま
す
。

【
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
】

◎
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３

　

級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神
障
害

　

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
お
持

　

ち
の
方
・
・
・
１
カ
月
に
つ
き
２

　

枚
、
年
間
24
枚
ま
で
交
付

◎
腎
臓
機
能
障
害
（
１
級
か
ら
３

　

級
）
で
、
透
析
治
療
の
た
め
に

　

週
２
回
以
上
通
院
し
て
い
る
、

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
・
・
・ 

   

　

１
カ
月
に
つ
き
４
枚
、
年
間
48

　

枚
ま
で
交
付

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

　

印
鑑

【
通
院
交
通
費
】　

◎
腎
臓
機
能
障
害
（
１
級
か
ら
３

　

級
）
で
、
透
析
治
療
の
た
め
に

　

週
２
回
以
上
通
院
し
て
い
る
方

　

・
・
・
３
カ
月
ご
と
に
タ
ク
シ
ー

　

基
本
料
金
相
当
額
を
支
給

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
特
定
疾
病

　

療
養
受
療
証
ま
た
は
自
立
支
援

　

医
療
（
更
生
医
療
）
受
給
者
証
、

　

本
人
名
義
の
預
金
通
帳
等
、
印

　

鑑
※
通
院
交
通
費
を
申
請
し
た
場
合

　

は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課（
市

　

役
所
本
庁
舎
内
）

　

☎
３
５
‐
２
１
３
２

　
　

３
２
‐
９
７
０
９　

〜
障
が
い
の
あ
る
方
の
負
担
の
軽
減
に
〜 

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
と
通
院
交
通
費
の
助
成

【市内の空間放射線量】 

市内３カ所での測定値です

◆期　間／２月16日～３月20日

◆場　所／横手消防署・雄物川分署・十文字分署

◆結　果／毎時0.05～0.08マイクロシーベルト
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市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 市政情報便

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページ番号を入力すると関連情報がご覧いただけます

■補助金額　
　＊補助率／対象経費の４分の３以内（75％）
　＊上限額／事業１件につき50万円
　＊備　品／対象経費の２分の１以内（上限30万円）
※詳しくは、経営企画課までお問い合わせください。
　申し込みは、経営企画課、または各地域局地域振興
　課で配布している要綱をご覧のうえ、申請用紙に記
　入して提出してください。要綱、申請用紙は市のホ
　ームページからもダウンロードできます。
■問合せ・申込み
　市総務企画部経営企画課（市役所本庁舎内）☎35-2164

～地域の共助のしくみづくりを支援します～

「みんなでささえあう地域づくり活動補助金」受付開始　ＨＰページ番号／000009194

～地域の共助のしくみづくりを支援します～

「みんなでささえあう地域づくり活動補助金」受付開始　ＨＰページ番号／000009194

■保険料率は変更ありません

　均等割額…39,710円

   所得割率…8.07％　

■後期高齢者医療保険料の内訳

　保険料額＝均等割額＋所得割額(所得×所得割率）

　＊均等割額…県内の加入者全員が等しく納める金額

　＊所得割額…加入者本人の前年の所得に応じて納め

　　　　　　　る金額

世帯主および被保険者の総所得金額等が下記基準以下の世帯

基礎控除額（330,000円）

　　　　　　被保険者全員の年金収入が80万円以下でその他の所得がない世帯

基礎控除額（330,000円）＋245,000円×被保険者数

基礎控除額（330,000円）＋450,000円×被保険者数

後期高齢者医療制度加入前に被用者保険の被扶養者であった方

軽減割合

8.5割

９割

５割

２割

９割

均等割額

 5,956円

 3,971円

19,855円

31,768円

 3,971円

軽減割合

５割

被保険者本人の総所得金額等（基礎控除後）

58万円以下（年金収入のみの場合は153万円～211万円） 賦課限度額

平成26年度

57万円

平成25年度まで

55万円

◆問合せ　
秋田県後期高齢者医療広域連合☎018-853-7155

【保険料について】市財務部市民税課
                          （市役所本庁舎内）☎32-2510

【医療給付について】市市民生活部国保年金課
                             （市役所本庁舎内）☎35-2186

■均等割額の軽減措置（軽減割合は変更ありませんが、5割軽減および2割軽減の対象が拡大されます）

■所得割額の軽減措置（軽減割合は変更ありません） ■賦課限度額が変わります

　後期高齢者医療制度の保険料率は２年ごとに改定さ

れます。平成26年度からの保険料率に変更はありませ

んが、所得が一定以下の世帯の方に適用される保険料

の軽減措置については、５割軽減および２割軽減につ

いて対象が拡大されます。また、保険料上限額につい

ても変更となります。改定後の保険料率に基づく保険

料額は、７月中旬頃に通知する予定です。

平成26年度からの後期高齢者医療の保険料率について
                                                                      HPページ番号／000001295

平成26年度からの後期高齢者医療の保険料率について
                                                                      HPページ番号／000001295

　『みんなでささえあう地域づくり活動補助金』は、
地域で共助の意識を高めたい、共助に取り組む活動を
行いたいという団体を支援するための補助金です。

大松川区消防防災体制整備事業

災害を想定した避難訓練、初期
消火訓練、消火器の整備、炊き
出し訓練の実施

宿館町内会防災体制整備事業

災害発生時の避難場所の確認、
会館に停電時用発電機を整備、
炊き出し訓練の実施

屋形舟用稲ワラ作り継承事業

子どもや若者たちに稲ワラ作り
を継承。地域で伝統文化を継承
していく体制づくりを検討

■平成25年度に補助金を活用した事業

ものづくり創造支援事業　◆対象者／市内企業　◆対象業種／工業製品製造業、情報関連製品製造業ものづくり創造支援事業　◆対象者／市内企業　◆対象業種／工業製品製造業、情報関連製品製造業

中小企業活性化支援事業　◆対象者／市内中小企業　中小企業活性化支援事業　◆対象者／市内中小企業　

商業活性化支援事業　◆対象者／市内中小企業・商工団体等　商業活性化支援事業　◆対象者／市内中小企業・商工団体等　

①企業独自開発新製品・新技術
　企業の持続的発展のため、新製品・新技術の開発
に取り組み、それに要した費用を助成します。
②地域課題解決に資する新製品・新技術
　地域の抱える課題解決を目的として、市で提示す
るテーマに沿った新製品・新技術を開発していただ
き、それに要した費用を助成します。
【テーマ】雪対策、高齢化社会対策

①、②ともに
※現存しない新製品・技術を確立し、平成27年４月
には市場へ提供できるものが申請対象となります。
◆対象経費／新製品・技術の開発に要した経費のう
　ち、直近１カ年分
◆補助率／対象経費の10分の10以内（上限500万円）
＊【申込期限】12月26日(金)＊＊

　

①課題解決支援事業
　技術や経営戦略など企業の課題を解決するために
専門家の受け入れ費用の一部を助成します。
◆対象経費／専門家への謝金と移動経費の一部
◆補助率／対象経費の３分の１以内（上限30万円）
②事業展開支援事業
　市内企業等が連携して研究や開発を行う場合や、
大学等高等教育機関などとの共同研究を行う場合、
または異分野進出の取組みを行う場合に、経費の一
部を助成します。
◆対象経費／特許取得・商標登録、指導料、施設利
　用料、賃貸料、連携事業や異分野進出に必要な経
　費の一部
◆補助率／対象経費の３分の１以内（上限50万円）

③販路拡大支援事業
　自社開発商品の商談を目的に、展示会など（50小
間以上の規模）へ出展する費用の一部を助成します。
◆対象経費／出展料、装飾・工事費、交通費等経費
　の一部
◆補助率／対象経費の３分の１以内（上限30万円）
④事業継続支援事業
　市内企業等が事業承継や譲渡を行う経費について
国の補助制度等を受け、実施した場合、該当分の補
助金へ上乗せする形で助成します。
◆対象経費／事業承継や譲渡等に要する経費の一部
◆補助率／対象経費の３分の１以内（上限50万円）
＊＊予算の範囲内で随時受付　
      最終締切  平成27年１月30日(金)＊＊

①起業・創業支援事業費補助金
　市内で新たに起業し、地域商業の活性化につなげ
る事業を営む中小企業者の方に対して、経費の一部
を補助します。またＩＣＴに特化した起業について
は補助金の上限額を引き上げて支援します。
※ＩＣＴ（情報通信技術）に特化した起業とは、ＩＴ技

　術を活用し、医療、介護・福祉、教育など、あらゆる

　公共分野への貢献が期待される事業を指します。

◆対象者／市内に住所を有する個人または市内に主
　たる事業所を有する法人等
◆対象経費／起業等に係る店舗工事費、店舗の賃貸
　に係る礼金、事業に要する機械等設備費、看板設
　置費用、駐車場などの外構工事費（不動産取得費
　は除く）、広告宣伝費、その他各種備品に係る費
　用（３万円以上のものが対象）等
◆補助率／【ＩＣＴに特化した起業】対象経費の２
　分の１以内（上限60万円）　
 　【それ以外の起業】対象経費の２分の１以内（上
　限 50 万円）
②魅力あるお店づくり・空き店舗利活用支援事業補   
　助金
　お店の魅力づくりやイメージアップのため、中小
商業者等が実施する店舗づくり事業を支援します。
空き店舗活用の場合は賃借料の一部を補助します。

◆対象者／市内に住所を有する個人または市内に主
　たる事業所を有する法人等
◆対象経費／店舗内外の改装および一体として整備
　する設備、看板等にかかる経費。商店街の空き店
　舗を活用する場合は、店舗の賃借料も対象
◆補助率／対象経費の２分の１以内（上限50万円）
③商い賑わい創出事業補助金　
　商業活性化のために商店街等が商業と結びついた
イベントや事業者の資質向上のための研修会等を実
施する場合に補助します。
◆対象者／商工会議所、商工会、商店街振興組合、
　商店街（会）団体、事業者グループ（３店以上）等
◆対象経費／販売促進につながるイベントや事業者
　の資質向上の研修会等を開催する際にかかる経費
◆補助率／【販売促進につながる事業】対象経費の
　２分の１以内（上限30万円）
　【研修などを開催する事業】対象経費の２分の１
　以内（上限20万円）
＊＊①～③の1次募集申込期限4月30日(水)＊＊

◎全事業留意点／全事業の補助については、事業計
　画等の申請内容を審査し、予算の範囲内で可否を
　決定します。
◎問合せ・申込み／市商工観光部商工労働課
　（県平鹿地域振興局内）☎32-2115

横手の産業活性化のために、ご活用ください！  HPページ番号／000009278横手の産業活性化のために、ご活用ください！  HPページ番号／000009278

共助とは、地域で互いに協力し、
助け合うことや、地域の災害など
に備えることです

共助って何だろう



（大森）

楽しい体験で笑顔いっぱい

■お父さんといっしょの日曜日

お父さんと一緒に手打ちそば作りに挑戦

　忙しいお父さんの子育てを応援するイベント『お父さ

んといっしょの日曜日』が３月９日、釣りキチ三平の里

体験学習館で開催され、13家族40人が参加しました。普

段、親子で時間をかけてできない体験を通して、いつも

と違った日曜日を過ごしてもらおうと行われたものです｡

　始めに手打ちそば作りに挑戦し、そば粉をこねて伸ば

し、慎重に切ってコシのある茹でたてのそばを堪能。午

後からは、天下森スキー場でエアーボード体験も行われ､

子どもと向き合う貴重な１日を楽しんでいました。

横手やきそばで地域を活性化

　３月３日、ひな祭りに合わせて、まちおこし団体『横

手やきそばサンライ'Ｓ』の皆さんが、よこてイーストに

ぎわい広場で､横手やきそば100食を女性限定で振る舞い

ました｡『横手やきそばサンライ'Ｓ』のイメージガール

『横手やきそばンヌ』がやきそばを手渡すと、受け取っ

た女性たちは「思いがけなく、おもてなしに触れること

ができてうれしい」と話してくれました。

　今後も『横手やきそばサンライ'Ｓ』は、地域に根ざし

た、まちおこし活動を継続していく予定です。

■ひな祭りだよ！横手やきそばサンライ’Ｓ！！

　３月15日、かんじきを履いて雪山を駆ける『かんじ

きマラソン大会』が雄物川町の金峰山で行われ、青空

の下で参加者が健脚を競いました。今年の金峰山周辺

は雪が多く、金峰神社のある山頂には積雪が３㍍近く

残ります。参加者全員がゴールした後は、出来たての

豆腐汁が振る舞われ、疲れた体を癒しました。

行列ができるほど好評だった女性限定のやきそば振る舞い

『かんじき』で雪山を疾走 （雄物川） （横手）スマイルボウリングで交流

　『第２回じゅうもんじ音楽祭』が３月９日、十文字文

化センターで開催されました。十文字第一小学校の金管

バンド部とバトン部がオープニングを飾ったほか、ゲス

トの伊藤伸さん(ピアノ)をはじめ、髙橋絵理さん（ソプ

ラノ)、成田徹さん(サクソフォン)、菅原寿恵さん(フル

ート)、清水洋子さん(ピアノ)の一流音楽家が､すばらし

い曲の数々を披露しました。

　ふだんは耳にすることのできない、横手市出身のプロ

音楽家らによる演奏が、訪れた人の心を癒していました｡

■第２回じゅうもんじ音楽祭（十文字）

さまざまな音楽に触れることができた『じゅうもんじ音楽祭』

　秋田県立衛生看護学院が、平成25年度で創立55周年

を迎えたことを記念して、市内の民間団体で組織する

『看護学院生と交流を進める会』では、学院内にナイ

チンゲールの像を寄贈しました。また、同会は学生が

市に愛着を持って快適な生活を送れるようにと、学生

との交流活動を定期的に行っています。

心癒される音楽の数々

県立衛生看護学院に記念品を寄贈

■大正ピアノ演奏会（増田）

名曲の数々を披露

　３月９日、ピアニストの斎藤雅広さんとヴァイオリニ

ストの花井悠希さんによる演奏会が、増田ふれあいプラ

ザで行われました。これは旧石田理吉家に所蔵されてい

た大正11年製のピアノが、市に寄贈されたことを受け、

優雅な姿と音色を楽しんでもらおうと行われたものです｡

　二人は曲にまつわるエピソードを交えながら、ノクタ

ーン第２番などクラシックの名曲をはじめ、さだまさし

さんの代表作・北の国からや精霊流しなど17曲を演奏。

心地よい音色が会場をやさしく包み込んでいました。息の合った演奏を奏でる斎藤雅広さん(左)と花井悠希さん(右)

十文字第一小バトン部十文字第一小バトン部

髙橋絵理さんのソプラノ独唱髙橋絵理さんのソプラノ独唱
菅原寿恵さんと成田徹さん､清水洋子さん
によるアンサンブル
菅原寿恵さんと成田徹さん､清水洋子さん
によるアンサンブル

　第２回秋田県スポーツ交流大会スマイルボウリング

が３月16日、大森体育館で行われ、１チーム５人編成

の総勢28チームが参加しました。ゲートを通過させて

10本のピンを倒すスマイルボウリングは、生涯スポー

ツとして健康や体力づくりに適していて、参加者はチ

ームで協力しながら上位を目指していました。
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　３月20日、旭ふれあい館で横手の特産物・りんごを使

った料理の発表会が行われました。横手市雇用創出協議

会が地域資源の開拓、開発を目指し開催したもので、18

組が参加し、25品目のりんご料理が出品されました。

　りんごの甘さを生かしたデザート類をはじめ、味付け

などに工夫を凝らした、ごはんのおかずやおつまみにも

なる意外性に富んだものなど自慢のアイデア料理が勢ぞ

ろい。りんごの香りが漂う中、参加者同士が試食をし、

料理のポイント等について活発な意見が交わされました。 お互いの料理を試食し、レシピを確かめ合う参加者たち

地元食材の魅力を再発見

■『りんご料理』発表会（横手）

利き酒王の決勝戦を制し、チャンピオンに輝いた柴田さん（左から２人目）

■よこいち。『発酵フェス』（横手）

この土地が育んだ食文化を満喫

　発酵文化を学び、食し、体験することができるイベン

トが３月16日、Ｙ
2
ぷらざで開催されました。

　秋田の５酒蔵の自慢の地酒販売や、発酵食品の販売、

県内の陶芸家による酒器の販売コーナー等が設けられま

した。また、発酵と横手の郷土料理『横手ごっつぉ弁当』

が販売され、来場者は地元の伝統料理を堪能。地酒のＰ

Ｒ活動に取り組む『さけがぁる』のメンバーが進行を務

めた『横手の利き酒王決定戦』には25人が挑戦し、全問

正解した優勝者に記念の“まえかけ”が贈られました。

　３月8日、かまくら館で第66回市民医学講座が行わ

れました。伊藤忠彦医師が食物アレルギーの基礎知識

について、渡部伸医師がロコモティブシンドローム（運

動器症候群）について講演。会場からは、アレルギー

をおこす食物や寝たきりにならないための対策等の質

問が出され、関心の高さがうかがえました。

健康について考えよう

ゆ

ズ
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材料（４人分）
○ごぼう…100g　○にんじん…60g　○揚げ油…適量

【衣用】○もち粉…20g　○天ぷら粉…20g　○水…60cc

【アク抜き用】○酢…大さじ１　○水…500cc

作り方
①ごぼうとにんじんの皮を剥き、スライサーで薄切りに

　する。

②ごぼうは酢水に５分ほど浸け、アク抜きをしておく。

③衣用の材料を混ぜ合わせる。

④ごぼうとにんじんは水気を切り、それぞれ衣をつけて  

　揚げる。

※海藻類や葉物野菜と一緒にサラダのトッピングとして

　もお勧めです。

◎今月の紹介者

１人分の栄養量
エネルギー  135.0kcal
タンパク質     1.1g
脂         質     9.3g
塩         分     0.0g

にこにこレシピ

●旬の地産食材で健康づくり●

食と農からのまちづくり

オ
イ
シ

イっ
てカラ

ダにイイ

　ごぼうは食物繊維が豊富で、便秘
予防やコレステロール値の上昇を抑
え、抗酸化作用もあり、今注目の野
菜です。ごぼうのかき揚げなどには、
千切りが定番ですが、スライサーで
薄切りにすることで柔らかく、より
サクサクした食感が楽しめます。

横手市食生活改善推進協議会・雄物川支部

塩田 悦子さん（沼館地区）

　冬に向けて保存したごぼ

うは、ごぼうでんぶやほろ

ほろなど、郷土料理として昔から親

しまれてきた食材です。最近では、

ごぼうサラダやチップスにするのも

人気ですね。食物繊維を多く含み、

解毒や解熱、咳を鎮める薬として古

くから用いられてきました。独特の

風味と歯ごたえが好まれ、魚などの

臭みを取る効果もあるんですよ。

（マーケティング推進課・食のアカデミー講師・菅妙子さん)

『ごぼう』今月の食材

食事バランスガイド

主食

副菜

主菜

牛乳・乳製品 果物

1 3 4 5 6

3 4 5 6

234

1212

5

7

1 2

1

2

　相手の話をじっくりと聴き、心を癒し、少しで

も孤独や不安を軽減させる手助けをする傾聴活動｡

『ささやき』は、横手市社会福祉協議会主催の傾聴

ボランティア講座に参加した仲間が集まり、平成

22年４月に発足したボランティアグループです。

　現在、会員は16人。毎月、２～３人ずつの班に

分かれて、特別養護老人ホームやグループホーム

などを訪問し、傾聴活動を行っています。また、

次回の活動に役立てようと、隔月で定例学習会を

開催して、情報交換も行っています。

　「施設を訪問し『待ってたよ』と、声を掛けら

れるとうれしくなります。高齢者の人生経験豊富

な話も聞くことができ、私たちを待っている方が

いる限り頑張りたいです」と話す会員の皆さん｡

　会長の三浦さんは「心身ともに孤立しがちな高

齢者の心に寄り添い、〝心の癒し〟になればと活

動しています。皆さんも一緒に傾聴ボランティア

に参加してみませんか」と話してくれました。

◆問合せ／会長 三浦昌さん ☎42 -1169

傾聴ボランティア

　『ささやき』

ごぼうの天ぷらごぼうの天ぷら

佐々木　沙也佳さん
ささき　さやか（24 歳・横手）
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也
佳
さ
ん
は
、
市
立
横
手
病
院

の
看
護
師
と
し
て
勤
め
始
め
、
ち
ょ
う
ど
1
年

が
経
ち
ま
す
。
入
院
病
棟
を
担
当
し
、
患
者
さ

ん
と
接
し
て
い
る
沙
也
佳
さ
ん
は
「
学
生
の
頃

と
は
違
い
、
病
院
内
で
は
覚
え
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
新
鮮
な
毎
日
で
す
。
丁
寧
に
指
導
し

て
く
れ
る
先
輩
た
ち
に
は
い
つ
も
助
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
入
院
し
て
い
る
方
が
回
復
し
て
退
院

す
る
時
が
一
番
う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
患

者
さ
ん
の
気
持
ち
に
な
っ
て
接
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
こ
の
１
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

家
族
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
沙
也
佳
さ
ん
の

お
母
さ
ん
は
現
役
の
看
護
師
で
、
妹
さ
ん
も
看

護
師
を
目
指
し
勉
強
中
と
の
こ
と
。「
私
と
妹
は

小
さ
い
頃
か
ら
母
親
の
姿
を
見
て
き
た
の
で
、

自
然
に
看
護
師
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か

も
。
学
生
時
代
に
家
か
ら
離
れ
て
、
初
め
て
家

族
の
あ
り
が
た
み
が
分
か
り
ま
し
た
」
と
話
す

沙
也
佳
さ
ん
。
２
年
目
の
春
を
迎
え
、
初
々
し

さ
の
中
に
も
頼
も
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

鈴木　恵さん
すずき　めぐむ (67 歳・横手）

　

福
岡
市
出
身
の
恵
さ
ん
は
、
高

校
卒
業
後
、
神
奈
川
県
に
あ
る
自

動
車
部
品
等
の
製
造
会
社
に
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
に
横
手
市
に
転
勤
の

話
が
あ
り
、
乗
り
気
で
は
な
か
っ

た
も
の
の
当
時
の
上
司
に
「
秋
田

は
い
い
ぞ
。
人
生
勉
強
に
行
っ
て

来
い
」
と
勧
め
ら
れ
、
横
手
で
の

勤
務
を
決
意
し
ま
し
た
。
職
場
で

ち
ょ
う
ど
同
時
期
に
転
勤
と
な
っ

た
横
手
市
出
身
の
絹
子
さ
ん
が
、

恵
さ
ん
に
『
か
ま
く
ら
』
を
案
内

し
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
昭
和
53

年
に
結
婚
。
「
３
年
の
つ
も
り
が

故
郷
よ
り
は
る
か
に
長
く
横
手
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
田

舎
暮
ら
し
の
物
足
り
な
さ
が
あ
り

ま
し
た
。
で
も
住
め
ば
都
。
単
身

赴
任
や
出
張
で
横
手
を
離
れ
る
た

び
に
横
手
の
お
米
の
お
い
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
恵
さ

ん
。
62
歳
で
会
社
を
退
職
し
、
現

在
は
絹
子
さ
ん
と
一
緒
に
ミ
ニ
テ

ニ
ス
や
ス
キ
ー
な
ど
趣
味
を
通
し

て
仲
間
作
り
に
も
積
極
的
で
す
。

　

「
２
人
の
子
ど
も
た
ち
も
成
人

し
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い
ま

す
。
妻
と
共
に
楽
し
い
毎
日
を
過

ご
し
、
健
康
年
齢
を
伸
ば
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
元
気
に
話
す
恵

さ
ん
か
ら
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

沼館保育園（雄物川）のおともだち

■面積　  341.70k㎡
■人口　1,510,875人
■世帯　  745,932世帯

福岡県

福岡市

山口県

福岡県

佐賀県

大分県

熊本県



情報～information～

　
　

　
　
横
手
市
手
話
奉
仕
員
養
成
講

　
　
座
受
講
者
募
集

　

手
話
を
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
ま
で
に
修
了
し
た
方
の
再
受
講

も
で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
22
日
（
火
）
〜
平
成
27

　

年
２
月
３
日
（
火
）
ま
で
、
週
１
回

　

程
度
（
全
37
回
）
、
午
後
６
時
30
分

　

〜
８
時
30
分

◆
場
所
／
2
Y
ぷ
ら
ざ
３
階
研
修
室

◆
対
象
／
18
歳
以
上
の
方

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
３
，
２
４
０
円

◆
申
込
方
法
／

　

官
製
は
が
き
に
『
手
話
入
門
』・
住

　

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
。　

　

難
聴
の
方
は
『
難
聴
あ
り
』
と
明

　

記
。
※
難
聴
の
方
に
は
要
約
筆
記

　

の
サ
ポ
ー
ト
あ
り

◆
申
込
期
限
／
４
月
15
日
（
火
）
必
着

◆
申
込
み
／
〒
０
１
３
‐
０
０
２
３

　

横
手
市
中
央
町
８
‐
２　

　

市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
・
手

　

話
講
座
係
☎
３
５
‐
２
１
３
２
、

　

蕭

３
２
‐
９
７
０
９

　
　
水
辺
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

　
　
『
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
体
験
会
』

　

横
手
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催

で
、
サ
ケ
の
稚
魚
約
３
万
匹
を
放
流

し
ま
す
。
バ
ケ
ツ
を
持
参
し
、
長
靴

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
４
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時

　

放
流
（
雨
天
決
行
）

◆
場
所
／
横
手
川
蛇
の
崎
河
原

◆
問
合
せ
／
横
手
地
域
局
地
域
振
興

　

課
☎
３
２
‐
２
７
２
５

　
　
救
急
救
命
士
が
ブ
ド
ウ
糖
投

　
　
与
な
ど
の
処
置
を
行
い
ま
す

　

救
急
救
命
士
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
４
月
か
ら
、
心
肺
機
能
停
止
前
の

重
症
患
者
（
15
歳
以
上
）
を
対
象
に
、

救
命
率
向
上
な
ど
の
た
め
、
次
の
救

急
救
命
処
置
を
行
い
ま
す
。

　

処
置
を
実
施
す
る
救
急
救
命
士
は

所
定
の
講
習
を
修
了
し
、
医
師
の
指

示
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

◆
処
置
内
容
／

◎
血
圧
が
低
下
す
る
な
ど
の
重
症
な

　

状
態
の
方
に
点
滴
を
行
い
ま
す
。

◎
意
識
障
害
の
あ
る
方
の
血
糖
値
を

　

測
定
し
、
低
血
糖
発
作
の
場
合
は

　

ブ
ド
ウ
糖
を
投
与
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
市
消
防
本
部
救
急
課　

　

☎
３
２
‐
１
２
４
７

　
　
え
が
お
の
丘
水
泳
教
室

　
　
新
規
受
講
者
募
集

　

学
童
コ
ー
ス
（
小
学
校
1
・
２
年

生
）
の
新
規
申
し
込
み
は
、
４
月
13

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
フ
ロ
ン

ト
に
て
受
け
付
け
し
ま
す
。
先
着
20

人
程
度
で
、
整
理
券
は
午
前
９
時
頃

配
布
予
定
で
す
。
そ
の
他
の
コ
ー
ス

は
、
年
齢
や
目
的
に
応
じ
て
随
時
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
コ
ー
ス
と
受
講
料
／

　

◎
ベ
ビ
ー
・
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
（
乳

　

幼
児
と
そ
の
家
族
）
１
回
８
０
０

　

円
（
月
２
回
）

　

◎
学
童
コ
ー
ス
（
小
学
生
）
１
回

　

５
０
０
円
（
週
１
回
）

　

◎
成
人
コ
ー
ス
（
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
・

　

日
中
・
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ア
ク
ア
ビ

　

ク
ス
・
水
中
歩
行
）
１
回
９
０
０

　

円
（
週
１
回
）
※
各
コ
ー
ス
と
も

　

教
室
後
の
温
泉
サ
ー
ビ
ス
付

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
え
が
お
の
丘

　

☎
２
２
‐
２
２
２
１

　
　
サ
ン
サ
ン
横
手
主
催
講
座

　
　
初
心
者
向
け
ヨ
ー
ガ
教
室

　

伊
藤
江
美
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、

18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
を
対
象

に
、
全
10
回
開
催
し
ま
す
。
ヨ
ー
ガ

に
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
日
時
／
５
月
９
日
（
金
）
〜
９
月
26

　

日
（
金
）
の
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手

◆
受
講
料
／
１
，
５
０
０
円
（
全
10

　

回
分
）

◆
定
員
／
20
人

◆
申
込
期
限
／
４
月
13
日
（
日
）

◆
申
込
み
／
サ
ン
サ
ン
横
手

　

☎
３
３
‐
８
０
３
３

　
　
企
業
支
援
施
策
説
明
会
・
個

　
　
別
相
談
会
開
催

　

県
と
（
公
財
）
あ
き
た
企
業
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
、
起
業
･
販
路

拡
大
・
新
商
品
開
発
等
に
意
欲
の
あ

る
個
人
や
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た

め
、
説
明
会
と
個
別
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
詳
細
は
『
美
の
国
あ
き
た
ネ

ッ
ト
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
４
月
16
日
（
水
）
【
企
業
支

　
援
事
業
の
説
明
】
午
後
１
時
〜
【
個

　
別
相
談
会
】午
後
３
時
〜
※
事
前
に

　

相
談
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
／
秋
田
県
立
近
代
美
術
館

◆
問
合
せ
／
県
産
業
労
働
部
地
域
産

　

業
振
興
課

　

☎
０
１
８
‐
８
６
０
‐
２
２
２
５

情報～information～

講　
座

情報情報
informationinformation

　
　
秋
田
県
司
法
書
士
会
主
催

　
　
司
法
書
士
無
料
相
談
会

　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登
記
、

多
重
債
務
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
９
日
（
水
）・
５
月
14

　

日
（
水
）・
６
月
11
日
（
水
）
午
後
１

　

時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
商
工
会
議
所

◆
定
員
／
先
着
４
人
※
要
予
約

◆
申
込
み
／
秋
田
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
０
５
５

　
　
成
年
後
見
制
度
の
基
礎
知
識

　
　
と
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て

　

成
年
後
見
制
度
や
相
続
、
遺
言
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
県

内
行
政
書
士
に
よ
る
市
民
公
開
セ
ミ

ナ
ー
と
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手

◆
問
合
せ
／
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ

　

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
秋
田
県
支
部　

　

☎
０
１
８
５
‐
５
４
‐
２
６
２
３

　
　
　
　

　
　
『
南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
』
か
ら
施

　
　
設
移
転
の
お
知
ら
せ

　

４
月
よ
り
、
就
職
支
援
施
設
『
南

部
サ
テ
ラ
イ
ト
』
が
移
転
し
ま
す
。

な
お
、
４
月
１
日
は
移
転
作
業
の
た

め
休
業
と
な
り
、
２
日
よ
り
通
常
業

務
を
開
始
し
ま
す
。

◆
移
転
先
／
イ
オ
ン
横
手
店
１
階

　

横
手
市
安
田
字
向
田
１
４
７
番
地

◆
問
合
せ
／
南
部
サ
テ
ラ
イ
ト

　

☎
３
５
‐
６
０
０
５
　
　 

　
　    

　
　
オ
モ
ッ
テ
ナ
ス
バ
ッ
チ
で
ス

　
　
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
大
作
戦
！

　

指
定
の
バ
ッ
チ
を
提
示
し
た
お
客

様
が
、
参
加
店
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
『
オ
モ
ッ
テ
ナ
ス
バ
ッ

チ
で
バ
ッ
チ
リ
大
作
戦
』
に
新
た
に

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
加
わ
り
ま
す
。

横
手
市
内
に
店
舗
が
あ
り
、
訪
れ
た

お
客
様
に
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

◆
開
催
期
間
／
４
月
25
日
（
金
）
〜
平

　

成
27
年
２
月
28
日
（
土
）

◆
参
加
費
／
１
，
０
０
０
円
※
参
加

　

店
舗
名
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
共

　

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
４
月
10
日
（
木
）

◆
申
込
み
／
横
手
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　

協
会
☎
３
８
‐
８
６
５
３
　

　
　

　
　
横
手
地
方
職
業
能
力
開
発
協

　
　
会
各
種
講
座

　

詳
細
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
講
習
】

◆
期
日
／
４
月
22
日（
火
）・
23
日（
水
）

◆
受
講
料
／
１
１
，
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
４
月
11
日
（
金
）

【
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
K
Y
T
講
習
】

◆
期
日
／
５
月
13
日（
火
）・
14
日（
水
）

◆
受
講
料
／
１
０
，
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
４
月
22
日
（
火
）

《
共
通
事
項
》　

◆
場
所
／
市
総
合
技
能
セ
ン
タ
ー

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
申
込
み
／
横
手
地
方
職
業
能
力
開

　

発
協
会
☎
３
２
‐
５
７
８
３
　

　よこてイーストでは、年間を通してたくさんの皆さ
んに楽しんでいただけるイベントを実施しています。
お気軽にご参加ください。

【よこいち。】

◆日　時／４月20日（日）10：00 ～16：00　　
◆場　所／Ｙ

2
ぷらざオープンスペース

◆内　容／フリーマーケット等を開催します。

　

募　
集

募　
集

　子どもと高齢者の交通事故防止を目的に春の交通安全
運動が４月６日（日）から 15日（火）までの 10日間実施さ
れます。事故に遭わないように十分注意しましょう。

◆運動の重点／◎自転車安全利用の推進
　　　　　　　◎全ての座席のシートベルトとチャイル
　　　　　　　　ドシートの正しい着用の徹底
　　　　　　　◎横断歩行者の交通事故防止
　　　　　　　◎飲酒運転の根絶

◆問合せ／横手警察署☎32-2250

平成26年 春の全国交通安全運動の実施平成26年 春の全国交通安全運動の実施

お
知

ら
せ

問合せ／よこてイースト管理事務所�38-8851問合せ／よこてイースト管理事務所�38-8851

　横手公園レストハウス前の『標本木』の開花日を予
想してください。正解者には抽選で10人に『大沢葡萄
ジュース』をプレゼント。詳細は、横手商工会議所の
ホームページで確認するかお問い合わせください。

◆応募方法／①開花予想日②氏名③年齢④電話番号
　　　　　　⑤郵便番号⑥住所、を明記

◆応募期限／４月23日（水）※開花日以降の応募無効

◆応募先・問合せ／〒013-0021 横手市大町 7-18 横手
　　　　　　　　　商工会議所☎32-1170　蕭33-5642

横手公園「桜開花予想クイズ」横手公園「桜開花予想クイズ」

４月のよこてイーストイベント情報４月のよこてイーストイベント情報

春の火災予防運動実施

～消すまでは 心の警報 ONのまま～

春の火災予防運動実施

～消すまでは 心の警報 ONのまま～

4/　 6日-12日4/　 6日-12日

　空気が乾燥し火災が発生しやすい季節です。火災か
ら命と財産を守るため、防火対策を心がけましょう。

【住宅防火　いのちを守る　７つのポイント】

◆３つの習慣
◎寝たばこは絶対にやめましょう。
◎ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用し
　ましょう。
◎ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消
　しましょう。

◆４つの対策　　
◎逃げ遅れ防止のために、住宅用火災警報器を設置し
　ましょう。
◎寝具・衣類・カーテンなどからの火災を防ぐために
　防炎製品の使用を心がけましょう。
◎火災を初期段階で消すために、住宅用消火器等を設
　置しましょう。
◎お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
　で協力体制を作りましょう。

◆問合せ／市消防本部予防課☎32-1218

大森保育園（大森）ゆり組のおともだち 常盤保育園（横手）はと組のおともだち
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し
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献血日程献血日程

地域からのお知らせ

　　
歌謡教室ドン『さくら歌謡祭』
　歌を愛し、歌ってみたい方、一緒に歌いましょう。
●日時／４月12日(土)正午～午後３時　●場所／イベン
トハウス（十文字町、活力ラーメンの奥）　●参加費／
1,000円（参加賞付)　●申込み／小原さん ☎42-5757
　
コロのしっぽの会主催『人と愛犬のための教室』
●日時／４月12日(土)･26日(土)､午後２時～４時※毎月
第２・４土曜日開催　●場所／旭ふれあい館　●参加費
／年間2,000円　●内容／初めて犬を飼う方への指導や、
犬のしつけ指導など　
　　
『第26回  横手凧揚げ大会』
　参加賞を準備しています。凧をお持ちでない方には和
紙の手作り凧を200円､ビニール凧を100円で販売します｡
●日時／４月13日(日)午前８時30分から受付※雨天中止
●場所／グリーンスタジアムよこて駐車場　●参加費／
無料　●問合せ／横手凧の会 木島さん ☎32 -0706
　
横手ばら会 栽培技術講習会『春の手入れと剪定の仕方』
●日時／４月13日(日) 午前９時30分～  ●場所／照井ばら
園(横手市安本字北野添) ●参加費／無料 ●持ち物／剪定
ばさみ､軍手　●問合せ／横手ばら会 藤本さん ☎32 -6177
　　　
文墨画人・赤川華流作『第６回 中国文墨画作品展』
　自然をテーマに制作した作品を展示します。
●期間／４月17日(木)～５月15日(木)、午前９時30分～
午後５時 ●場所／秋田ふるさと村工芸展示館  ●入場料
／無料　●問合せ／赤川さん ☎018-829-5859
　
第13回 市民公開講座『動物と楽しく暮らすために』
●日時／４月19日(土) 午後１時30分～３時　●場所／Ｙ2
ぷらざ　●内容／『室内犬の咳は何故多いの？どうやった
らとまるの？』講師：日本獣医生命科学大学･藤田道郎教授
●参加費／無料  ●問合せ／村岡さん ☎36-1331
　
『第３回 県南オカリナ演奏の集い』
　オカリナ好きが、それぞれの宇宙を散策します。　
●日時／４月19日(土) 午後１時30分～ ●場所／Ｙ2ぷらざ 
●入場料／無料  ●問合せ／日高見さん ☎090-4918-4674
　
『星空観察会』～春の星座と木星、火星の観察～
　10月までの第３土曜日に、星空観察会を行います。
●日時／４月19日(土)午後７時～９時(雨天中止､曇天時
のプログラムあり)  ●場所／秋田ふるさと村第４駐車場 
※残雪がある場合は第１駐車場  ●参加費／無料 ●問合
せ／横手星の会  武市さん(平日は夜間のみ）☎33 -3997
　　　
『自然を愛する皆さんの集い』　
●日時／４月20日(日)午後１時～　●場所／煉瓦屋　●
内容／①『美しい風景を追い求めて』講師：高橋清志氏、
②『ミニコンサート　演奏：佐藤伸氏　●参加費／800円
(洋菓子付)※要予約　 ●申込み／ＮＰＯヒューマニティ
コミュニケーション(煉瓦屋内) ☎33 - 2811
　

 
　  　　　 
『ヨガ Ｓｈｉｎｉｎｇ Ｍｏｏｎ ～60分レッスン～』
　気持ちよく体と心を癒してみませんか。
●日時／４月１日･８日･15日･22日(火)午前10時30分～､
４日･18日(金)、10日･24日(木)午後６時30分～　 ●場所
／Ｙ2ぷらざ３階 ●受講料／１回1,000円(初回500円)お得
な回数券有り　●持ち物／ヨガマットまたはバスタオル､
飲み物　●申込み／吉岡さん ☎090 -5405-7731
　　
コミュニティーハウス ね・ま～れ『イベント案内』
【さとう工房美術研究所  植物画教室作品展】入場無料
●期間／４月２日(水)～10日(木)、午前10時～午後５時
※２日は午前11時～
【切り絵･押し絵『童あそび･子供の情景』作品展】入場無料
●期間／４月11日(金)～25日(金)、午前10時～午後５時 
※11日は午後１時から、25日は午後３時まで
●問合せ／ね・ま～れ(十文字)※火曜日休館 ☎42 - 5320 
　　　
南部シルバーエリア『イベント案内』
【黒川写真愛好会写真展】入場無料
●期間／４月３日(木)～24日(木)、午前９時～午後５時
【料理教室 ～お弁当特集～】
●日時／４月19日(土)午前10時～　●参加費／1,000円
●定員／先着20人　●申込開始／４月４日(金)
【陶芸教室 “カップ＆ソーサー”作り】
　オリジナルのカップを作ってみませんか。
●日時／４月26日(土)午前10時～　●参加費／600円 ●
定員／先着10人  ●申込開始／４月４日(金)
●場所・申込み／南部シルバーエリア ☎26-3880
　
ＮＰＯハウスキーピング協会認定
　　『整理収納アドバイザー２級認定講座』
　整理収納を詳しく学びたい方にお勧めの講座です。
●日時／４月６日(日)午前10時～午後５時30分　●場所
／Ｙ2ぷらざ３階　●受講料／23,100円(事前に振込)　●
申込み／口土日日(クドヒビ）高村さん ☎090 -2367-9101
　
『フットケアセラピスト養成講座』(全４回開催）
　介護現場での活用や身近な方へのヘルスケアなどに役
立つ、資格を取得してみませんか。
●日時／初回【日曜コース：４月６日(日)・【平日コース：
10日(木)､午前10時～午後３時※２回目以降は要相談 ●
場所／Ｙ2ぷらざ３階　●受講料／37,000円　●申込み／
リラクゼーションサークル 大久保さん ☎090-7325-0212
　
『つかえる英語講座』(外国人教師による中級英会話）
●日時／４月８日(火)午後７時15分～８時45分　●場所
／Ｙ2ぷらざ３階　●受講料／１回1,000円（学生300円）
●問合せ／田口さん ☎080-1829-4754
　
『第２回 渡部清 水墨画展』
●期間／４月11日(金)～13日(日)、午前９時～午後５時
※11日は正午から､13日は午後４時まで ●場所／Ｙ2ぷらざ
●入場料／無料　●問合せ／青川さん ☎32-6845
　

いどばたプラザいどばたプラザ
　掲載を希望する場合は、発行日の『20日前まで』に内容がわかる
ものを広報担当(連絡先は最終ページに掲載)にお寄せください。

４月４日(金)
横　手

全血

種類月日・地域 実　施　場　所

４月13日(日)
横　手

イオンスーパーセンター横手南店 

よねやハッピータウン
(ふれあい献血キャンペーン) 

受付時間

４月16日(水)
横手・山内 特別養護老人ホーム鶴寿苑

ＪＡ秋田ふるさと横手本店

横手市役所山内庁舎

10：00～11：30
13：00～16：00

10：00～11：00

10：00～16：00

13：00～13：45
14：30～16：00

ひ　たか　み
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ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

た
よ
り

日本国秋田県横手市

日本国秋田県横手市

広告広告

発行号「４月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、

必ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は賞

品の発送をもって代えさせていただきます。

プレゼント応募の締め切り　４月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！

〝　　　　　〟
今月の読者

　プレゼント
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平成　 年

防災ラジオを
ご利用ください！

　緊急情報に関するアンケートの結果、防災ラジオ

を知っていると回答した方は約６割でした。

◎防災ラジオとは
　緊急時に自動的にスイッチが入り、横手かまくら

　ＦＭから災害情報が放送される、防災行政無線の

　機能をもったラジオで、緊急時の情報伝達に有効

　です。

※市では、市内の65歳以上の高齢者のみの世帯、障

　害者手帳の交付を受けた方がいる世帯などに貸与

　しています。

※新たに防災ラジオを希望する方は申請が必要にな

　ります。貸与対象者の確認や申請方法など、詳細

　はお問い合わせください。

◎問合せ　市総務企画部危機管理課☎35-2195

　　　　　または各地域局地域振興課

『防災ラジオを知っている』は６割

防災ラジオ試験放送時間
　毎月第２水曜日の午前 11 時 45 分～正午に放送し
ます。次回の放送は、４月 9 日（水）です。

44
（2/16～3/15日到着分）

（2/16～3/15日到着分）

１１
20142014

　㈱菅与では『環境・安

心・安全・リサイクル』

を徹底追及し、資源循環

型フードリサイクルで飼

育された豚などを使用し

た、手軽さが魅力のレト

ルト商品を販売しています。今回は、子どもに人気の

甘口カレー『エコカレー』と、食感が柔らかくネギと豆

腐を加えるだけで立派なおかずになる『エコもつ煮』各

２パックをセットにして５名様にプレゼントします。

【提供】株式会社 菅与 ☎35-5858
※株式会社菅与ＨＰオンラインショップ（http：//www.sugayo.co.jp/)

や、スーパーモールラッキー店などで販売しています。

木戸五郎兵衛神社の初午まつり（雄物川・沼館）

木戸五郎兵衛神社の初午まつり（雄物川・沼館）

厳選した素材がぎっしり詰まった

『エコもつ煮＆エコカレー』

前略、ふるさと様・・・

首都圏横手市ふるさと会
連絡協議会通信

　首都圏には、横手市の出身者が集いさまざまな活動

を行う〝ふるさと会〟が、８地域ごとに設立されてい

ます。

　各ふるさと会では、故郷への思いを馳せながら独自

の活動を展開しているほか、各地域の横の連携を図る

ため『首都圏横手市ふるさと会連絡協議会』を組織し、

全地域が一体となったイベントの企画などを行ってい

ます。

　　４月開催の〝ふるさと会〟のご案内

 ■東京大雄会総会

　◎日　時／４月 12 日（土） 受付：午前 11 時～

　　　　　　　　　　　     　　       総会：正午～

　◎会　場／ホテル ラングウッド（荒川区東日暮里）

　◎連絡先／栗谷秀美会長 ☎03-3313-1848

　ぜひ、首都圏在住のご親戚や知人の方にお知らせ

ください。
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と

思
い
ま
し
た
。
将
棋
に
興
味
を
い
だ

い
た
孫
が
、
一
生
懸
命
に
父
親
と
向

い
合
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
す
ぐ
に

負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
別
の

事
に
興
味
を
ひ
か
れ
、
す
ぐ
や
め
て

し
ま
う
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
残
念
だ

と
思
い
将
棋
ク
ラ
ブ
『
南
の
館
』
に

孫
を
つ
れ
て
行
っ
て
、
そ
の
世
界
を

知
ら
せ
た
い
と
今
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

（
グ
リ
ー
ン
さ
ん
・
64
歳
・
増
田
）

　

横
手
市
で
は
健
康
増
進
の
た
め
運

動
教
室
を
勧
め
て
お
り
ま
す
。
私
も

さ
わ
や
か
ア
ッ
プ
教
室
に
、
三
カ
月

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
毎
週
一
回

で
す
。
入
口
ま
で
送
迎
し
て
い
た
だ

き
、
軽
い
体
操
や
器
械
を
使
っ
た
運

動
を
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
今

も
元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

も
是
非
利
用
し
て
健
康
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
職
員
の
皆

さ
ん
も
親
切
で
し
た
。

（
藤
田
さ
ん
・
89
歳
・
横
手
）

　

家
で
眠
っ
て
い
る
乳
幼
児
か
ら
小

学
校
低
学
年
向
け
の
絵
本
を
、
近
く

の
図
書
館
に
持
っ
て
行
く
と
、
幼
稚

園
、
保
育
園
な
ど
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
る
取
り
組
み
が
あ
る
そ
う
で
す
。

私
も
読
ま
な
く
な
っ
た
絵
本
を
持
っ

て
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
傷
み

が
少
な
く
再
利
用
に
十
分
耐
え
ら
れ

る
も
の
な
ら
、
捨
て
ず
に
使
っ
て
も

ら
っ
た
方
が
本
が
喜
ぶ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
53
歳
・
横
手
）

　　

今
年
は
雪
が
多
く
大
変
な
年
で
し

た
。
そ
の
た
め
に
木
々
の
枝
が
折
れ

て
、
も
っ
た
い
な
い
な
ん
て
言
葉
で

は
表
現
で
き
な
い
位
の
す
さ
ま
じ
さ

で
し
た
。
私
は
毎
年
行
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
折
れ
て
雪
に

う
ず
も
れ
て
い
る
枝
（
特
に
桜
）
を

拾
い
集
め
て
一
足
早
い
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
で
す
。
バ
ケ
ツ
に
水
を
入
れ

て
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
お
い
て
時

時
霧
を
ふ
い
て
あ
げ
ま
す
。
一
週
間

位
す
る
と
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
ん
で
き

て
咲
き
は
じ
め
、
そ
の
後
少
し
寒
い

と
こ
ろ
に
お
く
と
一
カ
月
く
ら
い
大

丈
夫
で
す
。

　

花
も
緑
も
な
く
寒
々
と
し
た
毎
日

に
、
せ
め
て
こ
の
花
た
ち
が
安
ら
ぎ

と
春
を
運
ん
で
く
れ
ま
す
。
折
ら
れ

て
も
そ
れ
で
も
元
気
な
姿
は
、
私
に

は
げ
ま
し
と
幸
せ
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

（
遠
藤
さ
ん
・
70
歳
・
平
鹿
）

　

横
手
市
の
皆
さ
ん
に
は
「
ご
し
ゃ

が
れ
る
」
か
、
笑
わ
れ
そ
う
な
体
験

談
で
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
神
奈
川

県
藤
沢
市
に
も
雪
が
降
り
ま
し
た
。

そ
れ
も
、
45
年
ぶ
り
と
い
う
大
雪
で

す
。
横
手
盆
地
の
雪
か
ら
す
れ
ば
、

か
わ
い
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

バ
ス
や
電
車
が
た
ち
ま
ち
ス
ト
ッ
プ

で
す
。
隣
の
家
で
チ
ェ
ー
ン
を
付
け

た
車
を
動
か
し
た
ら
、
10
メ
ー
ト
ル

位
で
雪
に
乗
り
上
げ
て
止
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
コ
ッ
プ

が
な
い
の
で
、
チ
リ
ト
リ
で
雪
か
き

を
し
た
り
も
し
ま
し
た
。
20
歳
で
上

京
し
た
身
と
し
て
は
、
大
真
面
目
で

も
あ
り
こ
っ
け
い
で
も
あ
る
日
々
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
、
中
学
校
ま
で
の
約
４
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
冬
道
を
毎
日
歩
い
た

記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
横
手
を
思
う
に
つ
け
、
皆

さ
ん
の
苦
労
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

２
月
15
日
の
積
雪
は
、
30
セ
ン
チ
で

し
た
。

（
佐
々
木
正
良
さ
ん
・
66
歳
・

神
奈
川
県
藤
沢
市
）

　

市
報
よ
こ
て
１
月
１
日
号
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
『
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン
ク
ッ
キ
ー
横
手
市
バ
ー
ジ
ョ
ン
』

を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
読
み
取
り
、
時
々

見
て
い
ま
す
。
旧
大
雄
村
出
身
な
の

で
皆
さ
ん
の
踊
っ
て
い
る
景
色
が
懐

か
し
か
っ
た
り
、
行
っ
た
こ
と
が
な

い
所
は
、
今
度
帰
省
し
た
ら
行
っ
て

見
よ
う
と
思
い
な
が
ら
一
緒
に
口
ず

さ
ん
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
所
沢
市
に
あ
る
私
の
職
場

で
も
、
社
長
を
は
じ
め
数
人
が
、
市

か
ら
の
要
望
で
『
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ

ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
所
沢
バ
ー
ジ
ョ
ン
』

を
踊
り
ま
し
た
。

（
ぶ
う
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
68
歳
・

東
京
都
清
瀬
市
）
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広告広告

最寄りの図書館で全ての館の

　　　　　　　　蔵書を借りることができます。

◆問合せ／中央(雄物川)図書館 ☎22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより
今月のおすすめ図書

　睡眠は人間が生きるうえで欠かせな
い行動の一つです。８時間睡眠やお肌
のゴールデンタイムといった、これま
での常識を検証し、８つの新常識を紹
介しています。睡眠にまつわる疑問を
ひも解き、その人にあった理想の睡眠
をアドバイスしてくれる一冊です。

『８時間睡眠のウソ。』 
 川端裕人・三島和夫＝著／日経ＢＰ社

『８時間睡眠のウソ。』 
 川端裕人・三島和夫＝著／日経ＢＰ社

　織田信長、豊臣秀吉、徳川家康に重
用された黒田官兵衛。今年のＮＨＫ大
河ドラマの主人公になっています。無
敗の軍師・官兵衛の原点を、野間児童
文芸賞作家の吉橋氏が綴った一冊です｡
子どもたちの少し長めの読書への第一
歩として、また、大人も楽しめる本になっています。

・４月12日(土)午前10時30分～／十文字
・４月13日(日)午前10時30分～／横手
・４月19日(土)午前10時30分～／増田
・４月20日(日)午前10時30分～／雄物川、大森
・４月26日(土)午前10時～／平鹿

４月のおはなし会　会場：各図書館４月のおはなし会　会場：各図書館

◆大人向け

◆こども向け

・犬が年をとったら読む本／ダイアプレス
・親の家を片づける実践ハンドブック／主婦の友社
・ちょっと具合のよくないときのごはん／
　　　　　　　　　　　　　　 岩崎啓子・石川みずえ
・走れ！移動図書館 本でよりそう復興支援／鎌倉幸子
・知の武装／手嶋龍一・佐藤優
・時計がわかる本／矢玉四郎
・はじめての道徳教科書／道徳教育をすすめる有識者の会
・さっちゃんのてぶくろ／内田麟太郎＝作  つちだのぶこ＝絵
・ぼくはうんてんし／くさのたき＝作 間瀬なおかた＝絵
・あしってエラい！／中川ひろたか＝文 大島妙子＝絵

新着図書の紹介新着図書の紹介

蔵書検索

『官兵衛、駆ける。』
 吉橋通夫＝著／講談社

『官兵衛、駆ける。』
 吉橋通夫＝著／講談社

　別れと出会いの春…。

市内の小中学校でも卒業

式が行われ、卒業生が慣

れ親しんだ学び舎を巣立

ちました。市役所でも異

動があり、この度、５年

間お世話になった広報担

当を去ることになりまし

た。カメラを片手に走り

回った日々、たくさんの

方々との出会い。そこに

は発見と感動があり、多

くのことを学ばせていた

だきました。広報から離

れるのは少し寂しく思っ

ていますが、異動先でも

大好きな横手市のために

頑張ります。取材や写真

撮影にご協力いただいた

皆さん、本当にありがと

うございました。(久和)

あとがき
広報担当者のつぶやき

　白水社はフランス文化全般に力を入れている出版社で、
創業者は雄物川町出身の福岡易之助氏です。興味のある
方は、各図書館の窓口でお尋ねください。

『白水社』をご存知ですか『白水社』をご存知ですか

お出かけ、ご利用前にご確認ください休館日 診療所

横手図書館 …… 4月1･2･9･16日

増田図書館 …… 4月1･7･14日

平鹿図書館 …… 4月1･8･15日

雄物川図書館 … 4月1･2･9･16日

大森図書館 …… 4月1･8･15日

十文字図書館 … 4月1･2･9･16日

山内図書室 …… 4月5･6･12･13･19･20日

大雄図書室 …… 4月20日

雄物川郷土資料館　4月7･14･21日

ゆっぷる ……… 4月16日

ゆとり館 ……… 4月1･8･15日

えがおの丘 …… 4月7･14･21日

大森健康温泉 … 4月7･14日

ゆとりおん大雄  4月3･17日

健康の駅トレーニングセンター

　東部 ………… 4月2･9･16日

　西・南部 …… 4月5･6･12･13･19･20日

子どもと老人のふれあいセンター

　　　　　 …… 4月7･14日

南部シルバーエリア　4月7･14日

増田町診療所（耳鼻咽喉科）

　診  療  日　4月2･9･16日（毎週水曜）

　診療時間　14：00～15：30

大沢診療所（内科）

　診  療  日　4月14･28日(月)

　診療時間　13：30～15：00

えがおの丘診療所

　えがおの丘診療所は３月末で閉所と

　なりました。

三又へき地診療所（内科）

　診  療  日　4月1･8･15日（毎週火曜）

　診療時間　13：30～16：30

上平野沢へき地診療所（内科）

　診  療  日　4月3･10･17日（毎週木曜）

　診療時間　13：00～15：00

　　　　　　（吉谷地）

　　　　　　15：10～17：00

　　　　　　（山内武道）

技術は職人を支える大切な財産

技術を受け継ぐ若者が育ってきている。
これからも第一線で伝えていきたい。

ながさわ　まさゆき　
昭和20年、旧山内村生まれ。現在、株式会社永沢の
代表取締役を務める傍ら、秋田県板金工業組合の副
理事長も務めている。一級板金技能士、職業訓練指
導員の資格を持つ。板金技術の指導はもちろん、技
能検定委員として技術審査にも当たっている。平成
25年度横手市技能功労者。

永沢 昌幸さん （68 歳・山内）

　

屋
根
や
外
壁
工
事
に
象
徴
さ
れ
る
建
築
板
金
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
金
属
板
の
特
性
を
考
慮
し
た
加
工
技
術
が
求
め
ら
れ
る

仕
事
で
あ
る
。
そ
の
板
金
業
界
で
半
世
紀
の
長
き
に
わ
た
り

第
一
線
で
活
躍
し
な
が
ら
、
後
進
の
指
導
に
も
尽
力
し
て
い

る
匠
が
永
沢
さ
ん
で
あ
る
。

　

昭
和
15
年
、
父
が
山
内
村
に
永
沢
板
金
店
を
創
業
。
板
金

業
の
繁
忙
期
の
夏
場
に
は
、
高
校
時
代
か
ら
父
の
仕
事
を
手

伝
う
こ
と
も
あ
り
、
卒
業
と
同
時
に
そ
の
道
を
志
し
た
。

　

２
年
後
の
昭
和
41
年
、
職
人
人
生
を
左
右
す
る
工
事
に
出

会
う
。
そ
れ
は
皇
居
新
宮
殿
の
屋
根
葺
工
事
で
、
依
頼
を
受

け
た
父
が
主
導
と
な
り
、
横
手
の
職
人
た
ち
と
東
京
に
向
か

っ
た
。
屋
根
葺
工
事
は
、
厚
さ
０
・
８
ミ
リ
の
銅
板
を
円
筒

葺
に
加
工
す
る
特
殊
な
工
事
で
、
熱
伝
導
率
が
高
い
銅
板
の

伸
縮
性
を
加
味
し
て
の
作
業
に
は
精
密
さ
が
求
め
ら
れ
た
。

「
全
国
各
地
の
職
人
た
ち
と
の
力
を
合
わ
せ
た
作
業
は
、
今

で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
難
工
事
を
成
し
遂
げ
た
自
信
が
、

匠
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ほ
か
に
も
銅
板
製
の
屋

根
工
事
の
技
術
は
、
宮
城
県
の
竹
駒
稲
荷
神
社
の
山
門
を
は

じ
め
、
市
内
外
の
数
多
く
の
寺
社
で
生
か
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
が
順
風
満
帆
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

高
度
経
済
成
長
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊

な
ど
、
板
金
業
界
が
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

時
も
あ
っ
た
。
昭
和
55
年
に
株
式
会
社
永
沢
板
金
工
業
の
代

表
取
締
役
に
就
任
し
た
匠
は
「
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、

市
内
の
板
金
業
者
が
、
共
同
で
工
事
を
施
工
す
る
な
ど
し
て

強
い
結
束
力
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
」
と
振
り
返
る
。

　

「
今
は
、
機
械
を
使
っ
た
板
金
作
業
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
が
、
仕
上
げ
に
は
職
人
の
手
作
業
が
頼
り
に
な
る
」
と

板
金
技
術
の
本
質
を
説
き
、
「
身
に
付
け
た
技
術
は
、
職
人

と
し
て
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
、
な
お
か
つ
財
産
で
も
あ
る
」
と

熱
く
語
る
匠
か
ら
職
人
の
プ
ラ
イ
ド
が
の
ぞ
く
。

　

板
金
部
材
を
確
認
す
る
匠
の
目
に
狂
い
は
な
く
、
若
き
職

人
た
ち
は
、
偉
大
な
存
在
を
間
近
に
す
る
こ
と
で
目
標
を
見

い
だ
し
、
技
術
に
磨
き
を
か
け
て
い
く
に
違
い
な
い
。

建築板金工Vol.101
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４月６日(日)「モンスターハウス」　　　　　　　　【91分】
４月13日(日)「カーズ」　　　　　　　　　　　　  【116分】
４月20日(日)「カーズ２」　                          　　【106分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)

◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／☎26-3880

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

中村征夫写真展『海への旅』
～生命あふれる不思議の世界～

■４月26日(土)～７月13日(日)

【中村征夫アーティストトーク＆サイン会】
◆日　時／４月26日(土)・６月１日(日)、
　　　　　①11：00～　②14：00～
※トーク＆サイン会は中止になる場合があります

【ワークショップ】
 ～みんなでつくる！おさかなワールド～
◆日時／５月11日(日)①11：00～②13：30～
※幼児から大人まで参加費無料、申し込み不要

期間中の関連イベント期間中の関連イベント

　秋田県内の音楽愛好

家からなる、ハイレン

デ・ムジーク主催のチ

ャリティーコンサート

が行われます。横手市

出身のバリトン歌手・

高橋祐樹さんやソプラ

ノ歌手・髙橋絵理さん

など多数の音楽家が出

演し、素敵な歌声と演

奏をお届けします。

◆場　所／かまくら館

◆入場料／一般1,500円、高校生以下500円　

※収益金は横手市社会福祉協議会へ寄付されます

◆チケット／かまくら館

◆問合せ／ハイレンデ・ムジーク

　            代表 片岡さん ☎090-5595-3187

Pick
 up

!!

Pick
 up

!!ピックアップ

ピックアップ

『チャリティーコンサート』
 ～楽器の声、人の歌～

■４月13日(日) 14：00開演

　40年以上に渡り、海

の世界を撮り続けてき

た秋田県潟上市出身の

写真家・中村征夫氏の

写真展が行われます。

　普段は目にする機会

の少ない海の中には、

想像を超える幻想的な

光景や魚たちの愛らし

い姿、厳しい環境で生

きる生命の輝きが満ち

あふれています。これ

まで撮りためた作品約200点を展示し、皆さんを

海の世界へご招待します。

◆時　間／9：30～17：00（入館は16：30まで）

　※会期中は休館無し。５月５日は無料公開日

◆観覧料／一般820円、大学生以下無料

　※20人以上の団体および70歳以上の方は740円

◆場所･問合せ／秋田県立近代美術館☎33-8855

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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